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第２回定例会議事日程（第２号） 

 

第１ 一般質問 

  大六野一美君 

   １．商店街の活性化策について 

    （１）商店街の今後のあり方について伺う。 

    （２）地元商店街の人たちと連携した取り組みはできないか伺う。 

    （３）本市の「まぐろの町」を今後どう活かしていくか伺う。 

      （上野のアメ横を想定） 

   ２．観光ルートの構想について 

    （１）市内に点在する観光ルートで、薩摩藩英国留学生記念館の位置づけについて伺う。 

    （２）観光ルートとしての冠岳の位置づけについて伺う。 

    （３）観音ケ池市民の森について、桜の咲く時期の約２週間は来場者も多いが、年間を

通して観音ケ池市民の森を利活用できる方策はないか。 

   ３．土曜授業のあり方について 

     本市の特色ある授業を取り入れる考えはないか伺う。 

  楮山四夫君 

   １．農業振興について 

    （１）農業者の高齢化に伴い耕作放棄地が増加の傾向にあるが、この対策について伺う。 

    （２）第４期の中山間地域等直接支払制度が始まるが、その特徴と本市の取り組み状況

はいかがか。 

    （３）防災ダムの管理と水利用については規制が厳しいが、ダム管理の負担と整合性が

とれていない。県に管理費の増額を要求すべきではないか。 

    （４）農地中間管理機構（農地集積バンク）の初年度実績が発表されたが、本市の実績

はどうか。 

   ２．災害対策等について 

    （１）川内原発１・２号機の再稼働が間近と報道されているが、その避難計画が具体的

に示されていない。避難計画はどうなっているか。 

    （２）原子力防災ガイドブックに避難計画が示されたが、避難訓練のあり方（地区毎、

時期等）についてどのように考えているか。また、風向きの変化に対応する別ルー

トが示されていないが、どうなっているか。 

    （３）梅雨期となり、大雨、台風シーズンとなって、自然災害も予想される。災害時の

対応は十分か。 

  原口政敏君 

   １．水田農業対策について 

    （１）米の価格は低下し、耕作農家が減少している。耕作放棄地にならないため、所得

補償を上げられないか。 

    （２）田畑の荒廃地に虫が発生し、住宅に侵入して苦慮している。何か対策はないか。 



 
- 10 - 

    （３）本市の食糧自給率は計画どおり向上されているか伺う。 

   ２．空家等対策の推進に関する特別措置法について 

     平成26年11月に空家等対策の推進に関する特別措置法が成立したが、本市の取り組み

について伺う。 

   ３．国道270号松山・松原付近の道路交通について 

    （１）国道270号で死亡事故が発生してから４か月が経過するが、横断歩道に信号機の設

置はどのような状況か。 

    （２）現在、旧田崎スタンド前から市来小学校前の制限速度は50キロ走行と40キロ走行

の区間がある。これまで発生した交通事故の状況から、制限速度を40キロ走行にで

きないか。 

  中里純人君 

   １．川内原発の再稼働について 

    （１）再稼働を目前にして不安の声が多いが、どのような認識か。 

    （２）原発の20年運転延長と３号機増設について伺う。 

   ２．選挙制度改正と投票率について 

    （１）全国的な低投票率と本市の投票率について伺う。 

    （２）新たな期日前投票所の設置は考えられないか。 

    （３）「18歳選挙権」に伴う若年層への啓発等の取組み、開票のスピードアップをどう

図るのか。 

   ３．携帯端末の取扱いについて 

    （１）小中学生のネット依存度について伺う。 

    （２）携帯電話等の使用時間の規制について伺う。 

    （３）携帯電話使用による子育て（サイレント・ベビー等）について伺う。 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 本日の会議に付した事件 

  議事日程に同じ 

――――――――――――――――――――――――――――― 



 
- 11 - 

本会議第２号（６月１８日）（木曜） 

 

 出席議員  １８名 

     １番  松 崎 幹 夫 君      １０番  濵 田   尚 君 

     ２番  田 中 和 矢 君      １１番  西別府   治 君 

     ３番  福 田 道 代 君      １２番  中 里 純 人 君 

     ４番  平 石 耕 二 君      １３番  竹之内   勉 君 

     ５番  西中間 義 德 君      １４番  寺 師 和 男 君 

     ６番  大六野 一 美 君      １５番  原 口 政 敏 君 

     ７番  中 村 敏 彦 君      １６番  宇 都 耕 平 君 

     ８番  楮 山 四 夫 君      １７番  福 田 清 宏 君 

     ９番  東   育 代 君      １８番  下迫田 良 信 君 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 欠席議員  なし 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

局       長  木 下 琢 治 君   主       査  石 元 謙 吾 君 

補       佐  岡 田 錦 也 君   主       査  岩 下 敬 史 君 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 説明のため出席した者の職氏名 

市       長  田 畑 誠 一 君   消 防 長  原 薗 照 明 君 

副   市   長  石 田 信 一 君   選挙管理委員会委員長  萩 原 重 隆 君 

教 育 長  有 村   孝 君   選挙管理委員会事務局長  永 井 秀 喜 君 

総 務 課 長  中 屋 謙 治 君   農 政 課 長  末 吉 浩 二 君 

政 策 課 長  田 中 和 幸 君   生 活 環 境 課 長  住 廣 和 信 君 

財 政 課 長  満 薗 健士郎 君   まちづくり防災課長  久木野 親 志 君 

教 委 総 務 課 長  臼 井 喜 宣 君   農業委員会事務局長  芹ケ野 國 男 君 

市 来 支 所 長  下迫田 久 男 君 

――――――――――――――――――――――――――――― 
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平成27年６月18日午前10時00分開議 

 

 

   △開  議 

○議長（下迫田良信君） これから本日の会議を開

きます。 

────────────── 

   △日程第１ 一般質問 

○議長（下迫田良信君） 日程第１、一般質問を行

います。 

 これより、通告順により順次質問を許します。 

 まず、大六野一美議員の発言を許します。 

   ［６番大六野一美君登壇］ 

○６番（大六野一美君） 皆さん、おはようござい

ます。 

 私は、市民の声をもとに通告をいたしました３件

について、市長並びに教育長に所見をお伺いをいた

します。 

 １件目は、商店街の活性化対策についてでありま

す。 

 かつて、商いの中心的役割を果たしながらコミュ

ニケーションの場でもありました商店街がシャッタ

ー通り化して久しくなります。これまでもそれぞれ

の通り会が自助努力や検討を重ねられながら、いま

だ浮揚の気配を全く感じません。なお、本市商店街

のシンボルとしてつくられたであろうドリームキャ

ノピーも、その役割を果たすことなく、時だけがむ

なしく経過をし、維持するのにも一考を要する状況

だと言わざるを得ません。 

 この状況をじっと見ているだけが本市にとって得

策だとお考えなのか、市長の所見をお伺いをいたし

ます。なお、本市同様、他市も同じ状況であると認

めながらの質問であります。抜本的な政策が出てく

ることを期待しながら。 

 そして、本日は外は豪雨であります。本市はもち

ろん、各地で災害が発生しないことを念じながらの

壇上からの質問といたします。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） おはようございます。大六

野一美議員の御質問にお答えをいたします。 

 まず、本市の中央地区商店街の現状についてであ

ります。 

 全国的に地方都市の商店街については、大型店の

進出やモータリゼーションの進展などにより、衰退

してきている状況にあります。本市商店街も例外で

はなく、集客力の低下が進むなど、厳しい状況が続

いております。そのようなことから、市といたしま

しても商店街等みずからが企画・運営する各種イベ

ントの支援をはじめ、空き店舗対策や商店街駐車場

等に対する支援を行ってきたところであります。 

○６番（大六野一美君） 空き店舗の活用等いろい

ろと政策が打たれていることは承知をしております。

しかし、先ほど来言いましたように、疲弊をして、

もう数十年になるんですね。かつて商いの中心であ

ったあの地区が、恐らくドリームキャノピーもそう

いう思いを込めて先人たちがつくられたんだろうと

いうことを思いますときに、これでいいのか、商店

街とのかかわりは市は今どうしているんだろうとい

う思いを持ちながらの質問なんです。 

 少なくとも、今まで市がとってきた策が大きく現

実化していないというのは、これまた現状を見ます

と事実なんですね。当然のことながら個人の私有財

産ですから、彼らの意思を尊重せずして市が云々と

いうことも、これまたいかにという思いはいたしま

すけれども、何においても中心となるべき、核にな

るべきところが必要だという思いなんです。 

 後ほど触れますけれども、観光ルートの１件にし

てもしかりだというふうに思っています。私はもう

少しここでちまちまとした政策ではなくて、大きな

大胆な政策を打つべきだという思いをしております。 

 過去、商店街あるいは関係者とどういう話し合い

をされ、そして、彼らがどういう方向であの通りを

進めようとされておるのかを含めて、中間で結構で

すけれども、そういう経緯があればお知らせいただ

きたいと思います。 

○市長（田畑誠一君） 議会の皆さんと市政をいか

に発展をさせていくかということはお互い共通の課

題として熱心に取り組んでいるわけでありますけれ

ども、多くの課題がある中で、その中の大きな一つ

が、今、大六野議員がお述べになっているこの商店
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街の問題です。本当にあそこを通るたび、何とかで

けんものかと、昼の食事でも副市長と行きながらい

つも話しているところであります。 

 このような厳しい状況を打破するには地域の消費

者ニーズを的確に捉えて、これらに応えるべく、地

域密着型の店づくりをされるとか、あるいは商店街

の各店主の方々、いろいろ努力をされておられるわ

けですけれども、さらにやはり、今おっしゃったよ

うな意識のまた改革を進めることも大事じゃなかろ

うかと思います。消費者の皆さんが、“わざわざ”

出向くような、出向きたくなるような個性や魅力を

感じることができる商店街の形成というのは考え方

の大きなキーワードではないかと考えております。 

 これまでの商店街活性化のための支援を含め、今

後も商工会議所と連携を図りながら対処していきた

いと考えております。 

○６番（大六野一美君） 本市ならず、どこも同じ

状況下であるということは当然認識はしております

けれども、しかし市長、全国一のマグロ船籍を有す

る本市であります。 

 私は関東圏に出張したときには、時間があります

と、アメヤ横丁に寄るんですが、あの賑わいを見ま

すときに、当然、近隣の条件が違うことは承知をし

ながらも、やっぱりああいうミニ版ができれば鹿児

島から、あるいは熊本から、福岡から、週末は特に

お客さんが訪れるであろうという思いをしながらの

質問なんです。 

 今、空き店舗等々いろいろ政策を実施されている

ことは、それなりの成果を上げておることもまた見

聞きをしております。しかし、先ほども言いました

ように、商店街は今、３号線と東塩田町のあの通り

が本市の商店街の主なるものだというような理解を

していますと、やっぱりかつて田舎からバスで来て、

そしてあそこで買い物をして、いろいろコミュニケ

ーションをとりながら商いができた、そのときはも

う既に過去のことでありますから。しかし、核とな

るべき商店街を、かつて核であったあの商店街をど

うすれば活きるのよ、活かせるのよと。当然、今あ

そこで商売をされている人たちはそれぞれ尊重しな

がら、空き店舗をいろいろ活用しながら、僕は先ほ

ども言いましたようにアメ横のミニ版をつくらんと

生きる道はないであろうという思いをしています。 

 そのためには、多岐にわたるニーズが大変多い中

で、どこに重きを置くか。当然、観光と、あるいは

商いの上では中心になるべきだというふうに思って

いますので、それをつくることで周辺はそれに伴っ

て波及効果が出てくる、そういう思いをしますと、

ここで今やらないと、ずっとこのままで過ぎていく

んだろうなと。お客さんが寄らない、あるいは商売

として成り立たない、だから後継者もつくれないん

だというのが現状であろうかと思うんです。 

 だから、それができるように、もう少し個人財産

でありますので、そこらの同意を得ながら、もうち

ょっと踏み込んだ形で抜本的に策を講ずるべきだと

いうふうに僕は思いますが。少なくとも商店街の人

たちは今のままでいいという考えなのかもまだ私は

理解をしていませんので、それは当然前提条件には

なりますけれども、そういうことを整理をしながら、

もはや市が抜本的に踏み込まないと事は前へ進まな

いという思いであります。 

 市長、もう少し核になるべく、本市は市長が核で

あるように、商店街も核になる場所は必要なんです

よ。いろいろ波及効果をしていくんですよ。それは

それぞれ核をつくるにはいろんな産みの苦しみもあ

るでしょうけど、やっぱりここで一肌脱いで市長、

いけんかあの商店街をしましょうや。もちろん同意

を得るという前提条件の中でね。僕はそういう思い

で市長に質問してるんです。 

○市長（田畑誠一君） 今、大六野議員が非常に商

店街を憂えて、将来を憂えて、今の現状でも苦しい

わけですけれども、大変なんですが、いろんなお話、

提言をいただいております。ちまちませんで思い切

ったことせんか。全く同感であります。 

 私もかつて市議会に籍を置かせていただいた時代

に、あそこを全部一つのアーケード街にしてみんな

が集う場所にしたらどうか、あそこに行くのが楽し

みだと、今日は雨でもありますが、あの通りを歩く

のが楽しみだというような、そういったみんなで協

働してそこまで踏み込んだらどうですかという提言

をしたこともあります。でも、当時はマグロ船も華
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やかなころで結構やっていけたので、ただ声として

聞いていただけで終わったんですが、そういう提言

をしたこともあります。 

 また、マグロのまちですから、これももう20年以

上前から、どなたか串木野に来ても、マグロのまち

というけどマグロを食べるところがないとよく聞い

たものであります。私はそういった点でも業界の

方々に、どなたかあのマグロ船を１隻おかに上げて、

そのままレストランにしてくれないかと。マグロ船

というのは１隻、この間も浸水式に行きましたが、

長さは60メートルあります。おかに上げたらとって

も大きいんです、あれ。幅も９メートルぐらいあり

ます。ですから、マグロ船をどんと１隻据えて、マ

グロづくしの店を誰かつくってくれんですかと。そ

して、もちろんその背後に館もつくって、マグロ船

だけでなくて背後に館もつくるわけですね。マグロ

船の雄姿をどんと据えることが人を呼ぶことになら

んかなということをよく言ってきたものであります。 

 このことにつきましては、最近、全くマグロ船の

形をしたまぐろの館ができて、とても繁盛しておら

れるようであります。また、最近では串木野漁協さ

んのほうも海鮮まぐろ家ということで大変好評を得

ているということであります。 

 また、今、言いますと、商店街の中に、今、アメ

横丁の話をされましたけど、マグロ食堂街というの

をつくったらどうだろうかという話も私はしたこと

があります。そういう構想もいろいろ提言はしてき

たのでありますが、なかなかいい成果を見ずに終わ

ってきた、努力不足を痛感しているところでありま

す。 

 御承知のとおり、本市は「食のまち いちき串木

野」として全国に情報を発信しております。今、申

し上げましたとおり、マグロに関しましては、まぐ

ろラーメンをはじめ、特産品が人気を博するととも

に、マグロを活用したスタンプラリーの実施とか、

先ほど申し上げましたとおり、マグロに関するレス

トランが相次いでオープンをして、交流人口の増加

に大きく、まちの経済の活性化に貢献していると思

っております。 

 今、大六野議員がおっしゃいますとおり、本市し

かない特色を活かした、それについては、やっぱり

一番大きいのはマグロだと思います。マグロはやっ

ぱり大きいという、ビッグだというイメージが売り

になるんじゃなかろうかなと思っております。 

 おっしゃいますとおり、本市にしかできない資源

を活かした商店街の活性化策というのは、やはり本

当に御提言のとおり考えなけりゃいけないと考えて

おりますが、ただ、現段階ではクリアしなければな

らない課題もあると思います。この辺を商工会議所

の皆さん、あるいは商店街の皆さんと連携をとりな

がら、検討をしてまいりたいと思います。 

 幸い、若い人たちが、この間大六野議員も行かれ

たと思いますが、「くしっのん盛り上げ隊」という

若い方々がいろんなイベントをしておられまして、

ついせんだっては「傘酔夜市」というのをされまし

た。昼は雨が降っていましたから、とても悪天候で、

夜もしょぼしょぼ降っていたんですけど、大変な賑

わいでした。やっぱり祭りごとを起こせば人は集ま

ってくれるんだなということを痛感をいたしました。

あの悪天候の中で。大して名前も知れてなかったと

思うんですけれども、あの賑わいであります。 

 だから、ああいうことを考えれば、何か抜本的な

本市にしかできないことを、若い人たちもいますの

で、研究を重ねるべきだなと痛感をしているところ

であります。 

○６番（大六野一美君） 市長も過去、私と同じよ

うな思いをしたけれども、実現に至らなかったとい

うことでありますが、今、市のトップとして、やっ

ぱり同じ思いを持ち続けながら、当然その方向で最

大の努力をすべきだ。 

 当然、先ほど来言っていますように、クリアせな

いかん条件というのは承知をしております。地権者

の問題、いろいろ。しかし、地権者かてあのままで

いいというふうに思っておられる人というのはそう

多くはいないと思いますので。景観上からしても、

市の覇気からしても、あそこにやっぱりちゃんとし

た核を据えて、本市の商いの中心的な役割を果たし

ながら、土日は鹿児島から、熊本から、あるいは福

岡から、バスでマグロを買いに来るような展開をし

ていけば、私は明るい明日があるのかなというふう
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に思うんですよね。 

 もちろん、先ほど来市長が言われますように、本

市にマグロ船を１隻上げて、それを全部ここで買い

取って売っていくという。レストランはまぐろの館

をはじめ、まぐろ家、二つできましたね。食べると

ころはそれはそれでよしとして、やっぱり我が家で

持ち帰って、酒のつまみにしようかとしたときに、

あるにはあったにしても、もうちょっと大量に仕入

れて、大量に売って、そして買う人たちに喜びを与

えながら、リピーターを増やしながらしていくこと

こそが商店街の役割ではないのかなという思いもし

ています。 

 確かに祭りをしますと、当然、そのときは寄りま

すよ。だけど、どこぞでありましたけれども、一過

性のものであってはいかん。やっぱり継続的にお客

さんが来て、そして商いがなされて、住民が潤って

いくようなシステムづくりをしていくには、商店街

をちゃんとしたものにしていかんとあり得ないだろ

うなという思いであります。 

 当然のことながら、今、商いをされている人たち

はそのまま置きながら、空き店舗を利用して、住民

といろいろ重ねて協議をした上で、そして、その店

をマグロに全部水平展開していくことで、明るい明

日が見えるような気がします。市長が二、三十年前

に描かれたその思いを、まだ火が消えていないとす

れば、今、ここで１歩２歩前に進む気持ちはありま

せんか。 

○市長（田畑誠一君） 幸い今日、議会の皆さん方

の大変な御努力があり、相まって、おかげさまで本

市は西回り自動車道路も来ています。インターチェ

ンジも二つあります。そういったことで、高速交通

体系に恵まれている。 

 島平漁協さんが経営をしておられる海の駅、私も

いろいろ心配した面やらもありましたけど、大変な

努力をなさっておいでなんでしょう、大好評です。

まぐろの館もできて、どうなるかなと少しそういっ

た思いもありましたけど、なんのその、大好評です。

昼間、私は３回ほど行きましたけど、時間がいつま

でもありませんので、平常、副市長と３回ほど行っ

たことがありますが、３回とも帰ってきました。並

ぶんですよ、50席あるのにですね。平日ですよ。あ

あいったことを考えれば、リピーター、魅力あるま

ちにしたら、やはり人は来てくださるんだなと、そ

ういう地の利を持っているんだなということをつく

づく思います。 

 今、言われますように、私もかつて市議会のとき

にそういう提言をいたしましたが、思いは今もなお

燃やし続けております。だから、これからは新しい

感覚で物を買っていただくだけではなくて、買って

いく場所は楽しんでいただく場所にもなる、みんな

が集う場所にもなるというような、そういったこと

も含めて、若い皆さん、それからやる気のある皆さ

んいっぱいおられますので、いい例が「くしっのん

盛り上げ隊」の皆さんですけれども、商工会議所の

皆さん、青年部の皆さんおいでだから、彼らの柔軟

な発想、大胆な発想も交えながら、何とかこの商店

街の活性化の方向を模索していきたいというふうに

思っております。 

○６番（大六野一美君） 若干答弁がトーンダウン

していますけど、市長、若いやる気のある人たちが

結構おるんですよ。市の職員もやる気のある奴をぶ

つけて、そこの中でけんけんごうごう議論し、そし

て、いろいろつくり出しながら、つくっていかない

かんまちづくりだというふうに私は思いますね。 

 それは民で立ち上がって民でできるのが一番理想

だというふうに思います。ただ、なぜか、かつて賑

わったあの通りが、ドリームキャノピーを見るたび

にむなしく、吹き抜ける風のわびしさを感じながら

通ることですけれども、本当に、もうちょっと市長、

思いは思いとして理解をしますけれども、市長みず

からがあと２歩ばかり前に出てこないことには、こ

のことは前に進まないだろうと言うふうに僕は思い

ます。 

 当然のことながらクリアしなきゃいかんハードル

があることは重々承知はしております。まだ、そこ

までもたどり着いていないわけですから、早速担当

課に、元気のあるのに議論をさせながら、一点の方

向を見出して、それに向って官民一体になって進め

ていくべきだろう。その中で、行政としてどういう

方法論が対処ができるのかも含めて。 
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 ちまちまと50万円の改修費をやりますよとか、わ

かるんです、それは。それはそれ相応の成果が出て

いるということも見聞きをしておりますんでね。そ

れじゃなくて、今、現況のあの通りをもうちょっと

こうするんだ、置きかえるんだぐらいの、もうちょ

っと大胆な発想で大胆に切り口を入れないと、私は

全く現状で終わるであろう、そういう思いをしてい

るからこういう質問をしている。 

 だから市長、もうちょっと２歩ばかり前に出てき

て、そして、担当を前に何歩か出させて、若いやる

気のある人たちに協議をさせながら、もうちょっと

よか商店街をつくりましょうや。知恵を出し合いま

しょうや。そういう場をつくりましょうや。僕はそ

ういう思いをしています。一気にはできないことも

重々承知をしておりますけれども、しかし、いずれ

どこかでかしなきゃいかん案件だという思いをして

いますんでね。だから、市が最大どこまでどうでき

るのか、それも踏まえて、もうちょっと市長、２歩

ぐらい前に出てきた答弁をお願いします。 

○市長（田畑誠一君） 抜本的な対策をまさに講じ

るべきであります。ただ、その課題の中には、何と

言いましても、それぞれお一人おひとりお店の方々

のそれぞれの財産ですから、共同で何かをと言った

ら、私が最初提言したときは、そこらあたりからど

うも話が進まなかったんですけれども、なかなかそ

ういった難しい面もあります。まして、今、経営が

皆さん大変でしょうからなかなか難しい面もあると

思いますが、だからといって、このままではじり貧

であります。 

 だから、御提言があるように、今、苦しいからこ

そ、逆に立ち上がらなければならないチャンスだと

いうふうに捉えたいものであります。 

 若い皆さん方もやる気がある方が、さっきから言

っておりますように「くしっのん盛り上げ隊」をは

じめおいでですので、商工会青年部の皆さんも張り

切っておられます。だから、何かいい方法はないか、

今後いろいろな形で市も一生懸命、一緒になって取

り組んでいかなきゃならないというふうに私自身も

もちろん考えております。 

 議会の皆さん方の御理解をいただいて、プレミア

ム付商品券も、今回は５年前と比較したら３倍、３

億3,000万円発行することにしています。７月１日

からだったですか、発行されております。そして今

回は、プレミアム率も前回の10％から20％に上げて

おります。こういったものを活用して、今度のプレ

ミアム付商品券も、あの商店街でこれを使うために、

みんなが賑わうような魅力ある商店街にしなけりゃ

いかんわけであります。 

 思いは全く同じでありますので、今後、何回も言

いますが、若い皆さんの意欲を持った方々もおいで

ですから、これからさらに一歩一歩前に進むような

政策がないものか、お互い検討していきたいという

ふうに思っております。 

○６番（大六野一美君） 大変ハードルの高いこと

もあることは承知をしておりますが、だけど、商店

を合同でやるというのではなくて、おのおの、今空

いている店舗を自分でするなり、あるいは貸せるな

りのことをしながら、アメ横のミニ版ができればな

という思いであります。 

 本日は一挙に回答が出るとは思っていませんけど、

市長、くどいようですが、市長も二、三十年前に思

いを持って提言をされ、そして思いの火は消えてい

ないということですから、その火をさらに大きくし

て、みずからがトップとして１歩前、２歩前に出て、

そして担当課と元気のある若い人たちといろいろな

協議、議論をさせながら、あの商店街がよみがえる

ように期待をしながら、この項については終わりま

すが、あくまでも市長の判断一つだというふうに私

は思っていますので、そういう強いリーダーシップ

のもと、あそこがよみがえることを期待しておりま

す。 

 次に、２番目の観光ルートの構想についてであり

ます。 

 薩摩藩英国留学生記念館は当初の来館者見込み数

の約３倍、来館者が増えているということで、大変

喜ばしいことでありますと同時に、裏を返せば見積

もりも甘かったのかなという思いをしながら質問を

いたしますが、さきの語る会でも、これが一過性の

もので終わらないように、議会としても何とかして

くれという声をいただきました。 
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 今年は150周年祭やいろいろな記念行事や催しが

実施される予定でありますので、そのときまでは賑

わうんでしょうが、この賑わいがいつまでも継続で

きるような構築をしていかないかん。そのためには、

先ほど来ありますように、まぐろの館、まぐろ家、

あるいは金山の坑洞を利用した金山蔵等々、いろい

ろありますので、やっぱり点じゃなくて線を結んで、

こういう形のルートでという一つのこの機会に枠組

みをつくっていかないと、なかなか継続性はないん

だろうかなという思いをしておりますが、市長、基

本的には若干違う思いをしておりますので、今は薩

摩藩英国留学生の記念館が本市の観光の一番の機運

だとお考えですか。 

○市長（田畑誠一君） 薩摩藩英国留学生記念館は、

御承知のとおり、昨年の７月20日にオープンいたし

ました。５月28日、昼過ぎでしたけど、おかげさま

で６万人目の来館者をお迎えすることができました。

大変好評をいただいておりますが、これはやはり何

といいましても、市民の皆さん方の協力、そして地

元羽島の住民の皆様方の協力、熱意があってのこと

だと感謝をいたしております。現在、本市はもとよ

り、県内の観光の大きな目玉の一つであると思って

おります。ありとあらゆるところでこの薩摩藩英国

留学生を取り上げてもらっております。 

 例えば、毎年１月の末、関東在住の方々で鹿児島

の夕べといういわゆる新年会があります。新年互礼

会が。知事さん、県議会議長さんは大島紬を着て皆

さんを出迎えておられましたが、あのときも中に入

ったら、恐らく幅２メートルぐらいの大きな横断幕

が張ってありました。「薩摩藩英国留学生150周年

記念」という題でした。 

 そして、いろいろビデオなんかで紹介もありまし

たが、ごらんになられたと思いますけど、ゆうべ10

時からＮＨＫの教育テレビで、長澤鼎の生涯を45分

間放映しておりました。もちろん最後はこの記念館

のあそこの姿が映って、子供たちが彼らの寸劇をす

るのやなんかも映ったわけですが、その公演がまた

１週間前にありまして私も行きましたが、また来週

にその後編の部分があるんだそうであります。23日

からですね。そういったことで、おかげで新聞、雑

誌等にもたびたび全国紙で報道してもらっておりま

すが、とても注目されております。 

 今年はその150周年ということで、４月17日に黎

明祭特別企画展示、７月は開館１周年記念イベント、

11月はほかの、食の分と金山の分とあわせて三つの、

国民文化祭で留学生関係も企画をしております。ま

た、県内の各イベントにも積極的に参加をしてＰＲ

を行っているところであります。 

 さらに、ツアー会社等との連携が大事ですので、

昨年のオープン前に内覧会や県の観光連盟のモニタ

ーツアー等も行い、ＰＲを行ってきました。おかげ

さまでツアー会社主催による来館も時々お見えいた

だいておりまして、今後もこの活動に組み入れてい

ただきたいというふうに思っております。 

 ３年後は明治維新150周年であります。引き続き、

鹿児島県や関係団体、関係者、そして地元羽島の皆

様と連携を図りながら、記念館の魅力を県内外に情

報発信をして、多くの方々に訪れていただくように

これからもＰＲを続けていきたい、そんな企画をし

ていきたいというふうに考えております。 

 お集まりいただいて、お越しいただいて、観光に

資することももちろん大事ですけど、私は、これか

ら後に続く子供たちにも、教育のためにも魂をよみ

がえらせるといいますか、そういった意味でも県の

ほうにも市の教育長にもお話をしておりますが、そ

ういった面でも記念館を活用していったらというふ

うに、そういった角度からもやっていくべきだと思

っております。 

○６番（大六野一美君） 当初言いましたように、

当初の見込みよりも来館者数が約３倍近いというこ

とで、盛況であるという事実は認識をしております

けれども、これが一過性のものにならないように、

今、羽島のまちづくり協議会の枇榔会長を中心にい

ろんな自助努力をされておりますね。やっぱりその

努力をされていることが無駄にならないように、ち

ゃんとした組み立てをしながら、ひいては、先ほど

言いましたように、点じゃなくて線が引けるような

るルートを構築していかないかんだろうという思い

であります。 

 盛況であるがゆえに現時点では、いろいろ建設を
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するときに議論はありましたけれども、何も言うこ

とはありませんが、これがずっと継続してこの状況

が続くように期待をしたいと思います。 

 次に、観光ルートとしての冠岳の位置づけであり

ます。 

 私も地元だからということではなくて、本市の観

光のルートの一番の基本は西岳から冠岳であろうと

いうふうに私は思っています。そういう意味でも、

駐車場のところにトイレすらまだない。観光バスを

ちょこちょこ見ますと、年寄りの方々が歩いて公園

の真ん中にあるトイレまで行くには15分ぐらいかか

るんですね。そういう状況を考えますと、去年も冠

岳の語る会の中でも出ました。今年も出ました。来

られた方々に非常に不親切ではないのかという思い

をしながらの質問であります。 

 当然、担当課に言いましたら、県がどうのこうの。

もちろん県や市のいろいろ役割分担があるでしょう

けれども、活かすという前提に立てば、当然のこと

ながら駐車場にトイレの一つぐらいはあってもしか

りですよね、市長。もうここ二、三年、冠岳地区か

らも要請要望が上がってきてますけど、そのかけら

が見えないところに、あえてこういう質問をしてお

ります。 

 当然、今、薩摩藩英国留学生記念館が盛況である

ように、それを点としながら、点をあちこちにつく

っていくためにどうしても最低しなきゃいかんこと

が、まず冠岳神社前については駐車場のところにそ

れなりのトイレの設置は欠かせないことだというふ

うに私は思っています。これは来てくださる方々に

嫌な思いをさせずに優しさを示すという意味でも、

ぜひ検討じゃなくて、つくるべきだという思いで、

市長、質問をしておりますが、お聞かせください。 

○市長（田畑誠一君） 私が申すまでもなく、冠岳

は古代山岳仏教発祥の地であります。徐福伝説、西

岳を代表とする敬けん豊かな大自然、中国風庭園の

冠嶽園、花川砂防公園、そして、待望の冠岳温泉と、

多くの観光資源を有しております。まさにいにしえ

のロマンあふれる地として情報発信しており、年間

を通して多くの方に訪れていただいております。 

 また、これらの資源を活かした地元の冠岳の皆さ

ん、生福地区の皆さん、地元の皆さんが春の徐福花

冠祭、秋のかんむりだけ山市物産展など、一生懸命

地域で地域おこしとして頑張っていただいておりま

す。年々たくさんの方が訪れております。 

 私は、今言われましたとおり、冠岳一帯はその歴

史性、物語性という点において、本市の核となる、

新たに加わった薩摩藩英国留学生記念館と並んで大

きな観光資源の、さっき言いましたように核となる

ところだと思っております。 

 冠嶽園につきましては、平成２年から３年にかけ

て整備されており、これまで維持・補修を重ねてい

るところであります。しかし、トイレとなりますと、

あの公園と交流センターの中にしかないわけであり

ますが、訪れるお客様は、やはり先ほどからお述べ

になっておられますように、冠嶽神社前の駐車場に

とめられるわけですから、お客様は少なくとも１時

間ぐらい、あるいは１時間半走って到着されるわけ

で、一番最初はトイレであります。そしてまた訪れ

る方々も、どちらかといえば年齢層の高い方が多い

んじゃないかなというふうにお聞きをしております

が、そういった意味でトイレは絶対必要です。 

 これまで県の事業などで活用できないかというこ

とでずっと要望してきておるんですが、なかなか実

現には至っておりません。ただ、今、お述べになら

れましたとおり、訪れる観光客の皆さんのために、

これは当たり前のマナーとして県にはお願いはして

おりますけれども、このトイレはやはり建設すべき

だというふうに心しております。 

○６番（大六野一美君） 市長のその思いがあれば、

地区から３年にわたって要請・要望があった中で何

らかの回答があればよかったのに、いろんな諸事情

はあっても、地区民としては全く無視をされたとい

う思いなんですね。お客さんは来ても、ずっと離れ

た公園の真ん中まで歩いていかないかん。若い人は

まだしも、ああいう神社もろもろ等に来られる人と

いうのは大体高齢者が中心になりますので、そうい

う思いをしながらの質問です。 

 ちなみに、西岳、今、鎮国寺がありますけれども、

さして私も信者ではありませんが、あそこで何かあ

りますと、非常に多くの人たちが市内外から集まら
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れるんですね。同時に、やっぱり全国各地有名な神

社といったらほとんどああいう系列の真言宗なんで

すね。そのよさも悪さも私にはわかりませんけれど

も、うまく連動しながら、そういうのを利用し、と

まではいかんにしても、いろいろ連携をとれるべき

は連携をとって、集客を伸ばすべきであろうという

ふうに思っています。 

 薩摩藩英国留学生記念館と並べてということです

けれども、私の個人的な考え方は、あくまでもあそ

こら一帯が核になるべきだし、核だと思っています。

当然そこを起点にしながら、いろいろと点をつない

でいかないかんだろう、そういうことでありますの

で、市長、トイレについては県の云々ということも

ありますが、最大必要とあらば合併特例債を使って

もつくればいいじゃないですか。それはもう、年寄

りというのは時がないんですよ。だから、気持ちよ

く来て、気持ちよく帰ってもらう、そういう意味合

いを込めて、早急に対策と実施方をお願いをしたい

と思います。 

 次に、もう一つ、観音ヶ池周辺事業整備事業が今、

いろいろされておりますね。しかし、観音ヶ池とい

っても、あそこのどこに観音像があるかを知らない

人が大多数だと思います。私も意識を持ってどこや

ったろうかいと思って１周しましたら、岩と岩の大

きなところに１メートルぐらいの観音様があるんで

すね。恐らく市長も何度か見られたと思いますが。 

 私は桜が咲く10日、２週間の間だけの盛況じゃな

くて、あそこもやっぱり一つの点として、あの池に

アーチの橋でもかけて、どういういわれのある池な

のかわかりませんが、そういう由来も含めて、若い

人たちが出会いを求めてあそこに寄ってくるような

場所にすれば、もうちょっと観音ヶ池も活きるのに

なと。あの池にアーチをかけて太か観音像をつくっ

てすれば、また点から点に、そこにわたっていろい

ろな展開ができるのかな、もったいないことですね

という思いをいつもしています。 

 それは桜の花見の時期は非常に盛況ですよね。場

所がないぐらい盛況です。だから、その盛況さをも

うちょっと別に、平行移動させながら考える手だて

はないのかなという思いをしています。 

 恐らくあの観音像は見たことのある人というのは

少ないと思いますよ。あそこの大きな岩と岩の奥に

白いのがこう立ってますんでね。そうじゃなくて、

もうちょっと前に出させて、アーチでもかけて、若

い人がそこで出会うような夢のある話も市長、少子

化の中でちょっとしていきましょうか。それは全く

の夢ですかね。そういう、市長は考え方は持ってい

ませんか。 

○市長（田畑誠一君） 観光産業というのは、鹿児

島県もそうでありますけれども、本市にとっても大

きく位置づけられるまちの活性化への基幹産業だと

捉えております。 

 先ほどから冠岳のトイレの話もございましたが、

これは県のほうにお願いはしてきたんですけれども、

お越しいただく方に対する感謝の気持ちとして、こ

れはもう当然具備すべきものだと心しておるところ

であります。 

 観音ヶ池市民の森についてでありますが、県内で

も有数の桜の名所として、３月下旬から４月上旬に

は約３万人の人出で賑わう憩いの場となっておりま

す。ただ、お述べになられましたとおり、桜の開花

時期以外の期間においては来園者が少なくて、その

持っているポテンシャルを活かし切れていないとい

う現状にあるのは御指摘のとおりです。 

 したがいまして、市としましては昨年26年度に、

市来商工会、川上コミュニティ協議会、ＮＰＯ法人

いちき元気会及びいちき串木野観光物産センターな

どの方々から成る委員会でるる検討をしていただき

ました。これからの観音ヶ池周辺整備をどのように

したらいいのかということで検討をしていただいた

わけであります。 

 結果として、計画として観音ヶ池に隣接するエリ

アを含め、地形に合わせて市民の森を「憩い・にぎ

わいゾーン」と位置づける。市来運動場の付近を

「スポーツ・交流ゾーン」と位置づける。旧エネル

ギーセンターの敷地付近を「環境・調和ゾーン」と

位置づけて、三つのゾーンに分けて整備計画をつく

りました。 

 少し具体的に申し上げますと、市民の森では西側

進入路の整備のほか、さくら祭り会場近くへのトイ
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レ整備や広場への遊具設置、また、広域農道沿いの

駐車場から観音ヶ池を一望できる展望所設置など計

画をしております。市来運動場付近では多目的グラ

ウンドの芝生化や健康遊具の設置、グラウンド西側

への休憩所及びトイレの設置など。また、旧エネル

ギーセンター敷地を中心としたエリアでは隣接する

最終処分場の電力活用なども考慮したソーラー発電

施設の整備、イベント時には臨時駐車場として活用

できる芝生舗装駐車場の整備等を計画をしておりま

す。おおむね前期３年、後期３年と設定をし、優先

順位や国、県との補助の活用なども図りながら整備

を進めたいと考えております。 

 薩摩藩、先ほどからお述べになっておりますよう

に、英国留学生記念館や冠岳をはじめとする観光施

設や温泉、直売所、見学工場などと連携した観光ル

ートの確立を図ってまいりたいと考えております。 

○６番（大六野一美君） 市長、周辺の整備は当然

付随していずれやっていかないかんというふうには

思っていましたが、基本的には観音ヶ池を、先ほど

言いましたように観音様をあの岩陰の中に置いとい

て、いろいろ由来はあるんでしょう、我々が知らな

い。だけど、そういうことを踏まえてもうちょっと、

さっき言ったように、観音ヶ池そのものをちゃんと

していかないと、周辺のどこを整備したって、観音

ヶ池が目的で来られるお客さんについては全くメリ

ットはないですね。だから、やっぱり付随をしなが

ら、あそこ周辺は観音ヶ池が核ですから、あそこに

やっぱりアーチでもかけて観音様に出てきていただ

いて、そして先ほど言っていますように、若い人た

ちの出会いの場であったり、いろいろするようなこ

とで利用できればなと。 

 桜の花見のときだけ10日、２週間盛況であっても、

その後は余り人を見かけませんよね。通る人がトイ

レをたまに利用するぐらいのもので。だから、そう

いう公園ではいけないんじゃないか。せっかくあれ

だけの規模の、まして桜の花見時期はあれだけの盛

況をするわけですから。これをもうちょっと薄くな

ってもロングランで持続するようなことはできない

のか、そうすべきだという思いです。 

 だから、基本的には薩摩藩英国留学生記念館やら、

あと個々いろいろあるでしょうけれども、あそこも

余りにも桜で賑わう割には、かねてが貧弱なという

思いをしながらの質問なんですよ、市長。やっぱり

アーチの橋でもかけて、そして、いろいろな思いを

描いてあそこで出会いの場をつくれるような、空想

か妄想かわかりませんけれども、そういう場所に将

来的につくるお考えをお持ちしていただきたいなと

いう思いです。 

 当然、回答は今もって周辺整備だけでしたので、

これ以上出てこないというふうに理解しながらこれ

については終わりにしますが、いずれにしても、点

と点を結べるような観光ルートの構築をせないかん。

そのためには核になるところをちゃんと整備をして、

あと、周りは付随して当然していかないかん時期が

来るでしょうけど、そういう思いを含めての質問で

あります。どうか前向きな検討というよりも、実施

に向けて一歩踏み出していただきたいと思います。 

 次に、土曜授業について質問をいたします。 

 いろいろ調べてみますと、各県、各市でそれぞれ

特徴ある授業が既になされておるところがあります。

私は以前、教育長に、教育は点数ばかりとらんでん

よかよ、という思いで質問をいたしました。今回の

土曜授業なるものも、学力が低下したから、学力ア

ップのために土曜授業を再開するんだというのが国

や県の指針であります。そういう中にあって、教育

長は、言われたとおりその枠の中で実施をされるん

でありましょうけれども、本市の特色ある授業はど

ういうことが考えられますか。 

○教育長（有村 孝君） 土曜授業における本市の

特色ある授業を取り入れる考えはないかという質問

でございますが、本市では、先ほど来ございました

ように、児童生徒が土曜日を有意義に過ごすことが

できるように、９月から毎月１回、第２土曜日に土

曜授業を実施することとしております。そして昨年

度から実施要綱を定め、準備を進めてまいりました。 

 各学校の９月からの土曜日の授業内容を見てみま

すと、地域の豊かな環境や人材を活用した多様な授

業、また、体験活動を通した授業、確かな学力を育

む強化授業、思いやりの心など豊かな人間性を育む

ボランティア活動などを通した授業がバランスよく
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計画されております。 

 例えば、先ほど来ありますように、薩摩藩英国留

学生記念館の訪問学習、あるいは西岳登山とか地元

にある山々の登山、あるいは伝統芸能の伝承活動、

習熟度の程度に応じた補充発展的な強化学習、高齢

者との触れ合い活動、海岸の清掃と、各校区や本市

の特色を活かした体験活動が各学校で見られます。 

 今後は、学力向上のみならず、先ほど来ありまし

たけれども、豊かな風土あるいは文化・歴史に触れ

る教育活動など、各校区にしかない、あるいはいち

き串木野しかないような教育素材を活かして、特色

ある授業をより充実させていくよう指導してまいり

たいと考えているところでございます。 

○６番（大六野一美君） ちなみに岐阜県郡上市で

は、雪のある時期は必ず１時間目はスキーの授業を

するんだそうですね。そして、村民の人たちの、地

域の人たちの前で発表会をする。高齢者の人たちは

それを見るのが生きがいなんだというコメントをい

ただいておりますね。 

 山梨県甲斐市では、荒れていた学校で、登校時間

に靴をちゃんとげた箱に入れさせたら、それが改善

されてほかに波及をしたとか、今はやりの佐賀県の

武雄市では、教育長ご存じのように、花まる学習会

というのが実施をされて、非常に特異な授業をされ

ていますね。北海道から愛知県から福岡から佐賀県

に移り住んで、いろいろテレビのほうにもありまし

たが。 

 やっぱり特色ある、特色があるという表現がいい

のか、奇抜だという表現がいいのか、そういう華に

なるような学校には人が寄ってくるんですね。ここ

は官民一体となっての学校らしいんですが、いろい

ろな、例えば50メートル走にしても15秒で走りなさ

いという、それ以上走ってもいけませんよ、遅くて

もいけませんよという授業をやっておる。そのゆえ

んは、時間感覚を養って、大きくなったら経済とつ

ながっていくという思いなんでしょうかね。だから、

いろいろなことが行われております。 

 本市にとっての一番特色ある授業とはどういうも

のがあるのかなと私も考えますと、さきの質問でも

言いましたが、点数を10点とれば親子は喜ぶ、ただ

それが大人になっていったときに、全てイコールな

のかという思いをすると。たたかれても打たれても

力強く頑張り抜ける子供、何事も一生懸命すること

は教えなきゃいかんけど、どこかの学校でありまし

たね。テストをする前には類似のテストをして点数

を上げて。そんなちゃちなことで教育をしてもらっ

ても、行く末子供がどういうふうになっていくのか

なという思いです。 

 今、とみにここ数年前から少年少女の犯罪は目に

余るものがありますね。あれを考えますと、あの子

たちの問題なのか。どこに一番気にしている要素が

あるのかということを思いますと、今、家族も子供

の一人っ子が多くて兄弟げんかもしたことがない、

学校でもけんかをしてはいかん。打って打たれて、

どの程度打てばどの程度痛いという感覚がわからな

い。 

 これが今の教育の中心ですから、教育長、本市も

国や県の遵守事項の中のその中で教育をしていかな

いかんというのは重々承知をしながらも、教育長が

これだけはやる、本市の子供たちのためにこれだけ

はやるんだという強い思いがあればお聞かせくださ

い。 

○教育長（有村 孝君） 市の特色ある授業等につ

いてでございますけれども、もう既に土曜授業に限

らず、各学校では教科道徳あるいは総合的な学習の

時間等で地域の特色を活かした授業づくりを行って

きております。照島海岸の清掃とかあるいは西岳登

山とか生福かかし祭り、市来農芸高校体験学習など、

各学校で創意工夫した学校の授業計画を実践してい

るわけでございます。 

 先ほど来ありますように、本市独特のということ

ですけれども、強いて挙げれば、一つは先ほど来あ

りました観光資源の一つであります薩摩藩英国留学

生記念館、観光資源でございます。市長も答弁され

ましたように、非常に青少年健全育成の道徳性を育

てる大きな生きた教材施設じゃなかろうかなと踏ま

えております。 

 したがいまして、９月以降の土曜授業の中には、

１回は英国留学生記念館の訪問学習をすると、して

ほしいと。教育課程の編成というのは学校長の権限



 
- 22 - 

でございますので、私のほうで行きなさいとは言え

ないわけでございますが、しかし、指導、助言とい

うのができますので、そこで１回は訪問学習をして

くださいと、どの学年かですね、中学校も。 

 そして、彼らの業績を学ぶ。大事です。歴史的背

景を学ぶのも大事です。しかし、その上にあの19名

の留学生の生きざまといいましょうか、本当に夢と

志を持って旅立っていった、そしてまた近代化に非

常に大きな功績を残したあの19名の生きざまから道

徳的な心情、夢と志を持つことが大事だ、やり抜く

こと、忍耐性、さまざまな道徳的価値がございます。

そういうのをやっていこうと考えているのがその一

つでございます。 

 そしてまた、前も申し上げましたけれども、今年

の４月から市の教育振興計画というのがございます。

教育計画、向こう10年でしたが、５年終わりまして

後期に入ります。その大きな基本目標を今年は変え

ました。「ふるさとを愛し、夢と志を持ち、心豊か

なたくましい人づくり」と前段部分を変えたわけで

ございます。先ほど来言いますように、子供たちも、

大人もそうですけれども、夢と志を持って学習して

いく、あるいは運動していく、あるいは生きていく

と、こういうことが大事じゃなかろうかなと。そう

いうことがまた生きる意欲といいましょうか、生き

がいづくりといいましょうか、そういうところにも

つながっていくんじゃなかろうかなということで基

本目標も変えて、総合教育会議で市長の承認も得た

ところでございます。 

 そういうことで、私どもいちき串木野市としては

さまざまありますけれども、地域の特色を活かした

授業というのはございます。その中でも道徳性を養

うような心の教育の一環としてそういうのを位置づ

けているということで御了解いただければと思いま

す。 

○６番（大六野一美君） 確かに、羽島のあの地か

ら約150年前に出航されたあの若い人たちが日本の

夜明けを切り開いて今日があるんですね。恐らくあ

の当時は戻ってこれないかもわからない状況であっ

たろうなという推察をしますと、今の子供たちにも

そういういろいろな思いを持ちながら前に進む気持

ちを、あるいは命の大切さ、人をいたわる気持ち、

それが点数の10点にもまさることではないのかなと

いう思いであります。 

 ちなみに広島県では、５年前から、広島東洋カー

プの歴史やら何やらをいろいろ授業をするんだそう

ですね。当然のことながら東洋カープに愛着を抱き、

そしてかつ、今はやりのふるさと納税等も連動をし

ながら、当然つながっていくであろうという思いで

あります。 

 羽島の留学生については、本市から出航はしたに

しても、一人も地元の人間がいなかったということ

に一抹の寂しさは感じますけれども、その出航に本

市の羽島を選んだというその辺から、その意気込み

をちゃんと今の子供たちに伝えながら、示しながら

教育をしていただきたいというふうに思います。 

 ちなみに、先日、語る会の中で、羽島で、通告は

してありませんので答弁がなければ結構ですが、こ

の話と連動した中で、給食センターの問題が出まし

た。食物アレルギーの問題であります。何で給食セ

ンターは対応せんのかという思いを持ちながらずっ

と聞きましたけど、後々聞いてみますと、対応して

おる。その口調は大変厳しいものでした。事故があ

ったら誰が責任をとるんですかという問いを何回も

されました。それが学校の長であります。 

 だから、今あるこれも、助言はできても命令はで

きないということですが、教育長も県の、あるいは

鹿児島県教育委員会の施策に従って、その枠の中で

教育をされていく。こっちをするか、こっちをする

か、真ん中をするかどっちかなんですね。そういっ

た意味ではちゃんと学校現場とすう向な連携がとれ

るのかなという思いもしております。 

 後ほど教育長も校長を呼んでいろいろ話をされた

というふうには伺っておりますけれども、やっぱり

将来ある子供たちを預かる教育現場の長として、時

と場所でもう少し慎重な発言と趣旨を発言してほし

いなという思いであります。そういった意味で教育

長、何かありましたら一言。 

○教育長（有村 孝君） 食物アレルギーへの対応

については、議員がおっしゃるとおり、校長のほう

もちょっと認識不足というところがあったようでご
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ざいまして、事後指導はいたしました。 

 事実を申しますと、食物アレルギーについて少し

お話をしてみたいと思うんですが、命にかかわるこ

とでございます。一昨年は他県で死亡事故まで起こ

っております。アサリ中毒とかソバ中毒とか、いろ

いろございます。現在、私どもの給食センターでは、

４月当初、もちろん継続はそのままやりますけれど

も、４月当初、食物アレルギーについての保護者へ

のアンケートとか、学校を通じてやっております。

緊急の場合は即、その都度上げていただいて、三者

面談をしてからやります。継続の場合はもう三者面

談はしませんけれども。そういうことで、大体除去

食というのをつくるわけです。温食の中からその子

が食べられないもの、アレルギー反応をあらわすも

のを、事前にわかっていますので、大体多いときで

15食、つまり15人分から30人分ぐらい、多いときで

ですよ。ない日もありますけれども、それを給食セ

ンターのほうで対応しております。 

 そして、エピペンというのがあります。発作を起

こしたときにとめる。発作をとめるというか、心肺

停止を防ぐやつですね。ペン型の差し込むやつです。

打ち込む。それを各学校に全部配布はしてございま

す。これは模擬です。実習をしておくということで

すね。現在、エピペンを持っている子供は１人おり

ます。市内の小学校で３年生ですかね。そういうこ

とで、継続的に食物アレルギーは年度当初徹底的に

医者の診断書までとって対応しております。 

 ただ、今回のことにつきましては、少しその対応

が、センターの対応というのではなくて、自分たち

の手続の対応がおくれているということも言えます。

そしてまた、軽症の場合は、普通１カ月半ぐらいで

集約をし終わるわけです。診断書まで入れてですね。

重症の場合は、すぐ給食は２週間目から始まります

ので、４月から早急にあります。そういう件が今年

は２件ありました。もう４月から即。それはもうい

つものルートを通らない申請書の出し方というのが

あるわけです。それにのっとってやったのが２件ほ

どありまして、ほかは１カ月半から２カ月後から対

応していくと。こういう軽症の場合、そういう対応

をやっているところでございます。 

 以上です。 

○６番（大六野一美君） 数少ない子供たちであり

ます。少なくとも学校の給食でそういう事故が出る

ことのないよう、あわせて、先ほど言いましたよう

に、教育委員会、教育長と学校現場との連携がうま

くいって、本市の子供たちがすくすくと事故のない

よう健全な教育をしていただきますよう期待をして、

私の全ての質問を終わります。 

○議長（下迫田良信君） 次に、楮山四夫議員の発

言を許します。 

   ［８番楮山四夫君登壇］ 

○８番（楮山四夫君） 私は、さきに通告をいたし

ました２件について、市長に質問いたします。 

 まず、農業振興についてですが、我が国の、また

本県の基幹産業でもある農業は、今やＴＰＰや貿易

の自由化と国際化の波にのみ込まれようとしており

ます。加えて、農業協同組合中央会なり協同組合の

改変など、組織そのものも揺るがしかねない状況と

なってきております。地元農協も支所の統廃合を余

儀なくされ、合理化を図る計画がなされておるよう

でございます。ますます環境が悪化する農村農業は

衰退の一途をたどり、元気を失いつつあるのが現状

でございます。 

 そこで、農業者の高齢化に伴い耕作放棄地が増加

の傾向にある。この対策についてを伺って、ここで

の質問を終わります。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） 楮山四夫議員の御質問にお

答えをいたします。 

 農業者の高齢化につきましては、お述べになられ

ましたとおり、全国的な課題、現状でありますが、

本市におきましても60歳以上の方が85％を超える状

況であります。非常に厳しい状況であります。ただ、

昨年は日置地区で新規農業参入者がたしか若い方15

名だったと思いますが、今年は９名だったですかね、

そういうふうに、若い方が意欲を持って農業に取り

組んでいただくという明るい面もあります。 

 そこで、特に水田地帯においての高齢化による耕

作者の減少が地域の課題となっており、周辺部から

耕作放棄地が増加傾向にあります。 
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 このため、中山間地域等直接支払制度や多面的機

能支払制度など支援事業に取り組んでいただき、協

働活動によって地域の農地、水を守っていただいて

おります。また、今後、集落営農の組織化を推進し

て、農地中間管理事業を利用するなど、地域の農地

に空きが出ないようなシステムづくりに取り組んで

まいりたいと考えております。 

○８番（楮山四夫君） ただいま御回答いただきま

したが、御承知のとおり、農業は体力的にも非常に

難儀だということも言われますが、一つは採算がと

れない、赤字だと。そう言いながらも先祖代々から

受け継いだ土地を荒らすわけにはいかんと、それが

ゆえに農業しているという人が大部分なんです。 

 そこで提案なんですが、さっき水稲作のことをお

っしゃいましたが、水稲作の省力化として、先日テ

レビや新聞でも報道されておりましたけれども、我

が市でも以前実施しておりました。不耕起農、乾田

直播と、耕さないで田んぼに種をまいてやっている

農業もしておりましたが、こんなことが一つはまた

省力化につながるのかなと。あるいはまた、きのう、

おとといの農業新聞ですが、プラウ耕・鎮圧乾田直

播というのも出ておったようです。 

 こういうことも含めながら、省力化を進める農業

というのは考えられないのか、思いつかれておると

すればお聞きいたします。 

○市長（田畑誠一君） 労力の省力化といいますか、

そういった意味も含めて、不耕起での乾田直播の導

入のお話だと思いますが、乾田直播につきましては、

春作業の、言われましたとおり、省力化、それから

育苗や移植作業が省けるなど労力、それからコスト

の面でも低減が図られると言われております。お述

べになられたとおりです。県内での取り組み事例も

あるようですので、これを参考にしながら研修等を

行い、本市で定着できる技術なのか、検討をしてま

いりたいと考えております。 

○８番（楮山四夫君） これは以前、というのは、

前の生福出身の改良普及所の職員のイシノさんとい

う方だったですが、その方がその乾田直播を毎年や

られて、私も見に行ったりしたんですけれども、収

量については若干減るのかなという感じはしました

けれども、確かに省力化にはつながっているなとい

うことを感じました。 

 また、つい先日ですが、無人ヘリコプターによる

代掻き後に種まきをしているのが放映されていたよ

うですが、ただ、このまいた種子が浮いてくると。

こういうことから、それに鉄粉をまぶしてコーティ

ングしてまけば、それが適当に沈んで芽が出てきて

いると、こういうことも放映しておりましたので、

今後そういうことも考えることも大事かな、あるい

はまた無人ヘリコプターにしてはちょっと大きいで

すけれども、この今、言われておりますドローンの

利用というのも考えられないのかなというのも感じ

たわけでございます。 

 これは一つの例ですけれども、こういうことも含

めながらやっぱり省力化をする必要があるんじゃな

いかなと思いますし、別にこの省力化につながると

いうものがあるとすれば、市長がどんなことを考え

ていらっしゃるのかお聞きしたいと思います。 

○農政課長（末吉浩二君） さまざまな労力軽減の

ための機械利用というのは、今、方法もいろいろお

述べになられたとおりございます。市長が答弁いた

しましたとおり、研修等を行って進めていきたいと

思っております。 

 また、あわせて地域の組織化というのを図ってい

ただいて、農作業の受委託ですとか、こういったこ

とを進めていくのがいいんじゃないかと。例えば、

米の植えつけまで、あるいは収穫、これについては

受委託をすると。それから、日常の水管理は高齢農

業者の方々にお願いをしていくといったような方法

なども考えられるというふうに思っています。 

○８番（楮山四夫君） 次の質問になりますが、今、

集落営農が出てまいりましたので、次の質問で同じ

内容でございます。 

 第４期中山間地域等直接支払制度が始まりますが、

その特徴と本市の取り組みの状況をお聞かせいただ

きたいと思います。 

○市長（田畑誠一君） 平成27年度から開始されま

す第４期中山間地域等直接支払交付金事業について

であります。 

 これまでの活動に加え、新たな取り組みとして、
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集落連携機能維持加算、二つ目が超急傾斜地保全管

理加算が始まります。これらの加算も踏まえまして、

新たな集落協定については８月末に各団地から市へ

協定書の提出が予定されており、昨年度やめると言

われた団地においても新たな制度の説明を行って、

再度、協議の働きかけを行う予定であります。 

 現状では、これまでの20集落協定で作業を進めて

まいります。最終的には８月の受付終了をもって内

容と協定数の確定を行う予定としております。 

○８番（楮山四夫君） 先ほど農政課長のほうから

ありました集落営農、ここらなんですよね。この中

山間事業につきましても、その事業を進めようとい

う中山間新しい事業で、また、それに今まで以上に

連携機能の協定なり、あるいは超急傾斜地等につい

ての加算をしようというのが今回の第４期の狙いの

ようでございますので、これをぜひ継続してもらえ

るようにしたいというのがさっき市長の答弁の中に

あったですけれども、ある地区においては共同作業

が困難になってきたと。そういうことで、もう今年

限りでこの継続をやめようかということを私も伺っ

たもんですから、いや、それじゃいかんがと。もう

一度話し合って継続することにしやんせよというよ

うなことを申し上げたところでした。 

 今、市長のほうからありましたように、それにつ

いては話を進めていくということでございますので、

中山間地の農業者が、この農村にしても、この事業

が一番私どもにとっては有効な手段だと、事業だと

思っております。そういうことですので、ぜひ、や

めようという地区については継続するようなことで

進めていただきたいなと思っておりますので、その

ことについて、推進方を要望いたしたいと思います。 

 次に移りますが、これも以前私が申し上げました

防災ダムのことでございますが、一向に改善されて

おりませんので、再度要請いたします。 

 防災ダムの管理と水利用について規制が厳しい。

ダム管理負担と整合性がとれていない。県に管理費

の増額を要求すべきではないか。また、水利用につ

いても緩和されたいということなんですが、御承知

のとおり、今のダム管理について七、八百万円市費

を投じておりますが、現在、県のほうからは100万

円しかいただいていないのが実情なんですよね。以

前、何年か前までは30万円でしたから、川上ダムと

合わせて60万円しかいただいていなかったというこ

とで、若干上がってきているものの、本市が負担し

ている七、八百万円のお金に対して、余りにも100

万円の、県営ダムと言いながらも市に任せきりで県

が負担しないというのは、余りにも不合理じゃない

かと思いますので、ぜひこの件について再度要請さ

れるべきではないかと思います。いかがでしょうか。 

○市長（田畑誠一君） 今、楮山議員がお述べにな

られましたとおり、全く同感であります。実は、今

までこの維持管理費として、市のほうには一つのダ

ムに30万円、60万円しかいただいていなかったんで

す。もちろんダムがあることで市が恩恵を受けては

おるけれども、何と言いましても県の管理じゃない

ですかと。そして、実際に1,000万円ぐらい管理が

要るわけですから増やしてくださいという要望をし

てまいりました。やっと23年度から１ダム30万円を

50万円にしていただいて、今、やっと100万円なん

ですけど、それにしてもまだまだ相当開きがありま

す。このことについては、またさらに要望してまい

りたいと思いますが。 

 とにもかくにも、そういった点で維持管理が非常

にかかるんですが、両ダムとも40年以上経過してお

ります。ですから、施設の老朽化が非常に進んでい

るわけです。したがいまして、そういった形で、今

では、言われましたとおり26年度で950万円維持管

理費がかかっています。 

 このような状況であることから、県にいろいろな

改善を要望してまいりました。おかげさまで串木野

ダムにつきましては、26年度から県営防災ダム事業

を導入していただいて、管理システム等の改修を行

うことで、防災監視の強化はもとより、これは管理

費の軽減につながると思います。 

 なお、市来ダムにつきましても、平成27年度農村

地域防災減災事業で調査計画を行い、改修事業に向

けて進めてまいります。 

 今、お述べになられましたとおり、いずれにしま

しても県からの管理に対する補助と実際の維持管理

費が余りに開きがありますので、23年度、幾らか上



 
- 26 - 

げてはもらいましたけど、引き続き、今おっしゃっ

たような実態を踏まえながら、強く要望をしてまい

りたいというふうに考えております。 

○８番（楮山四夫君） ぜひそういうことで要請い

たしたいと思います。 

 水利用についての緩和の件が回答はございません

でしたけれども、このことも、四、五年前の干ばつ

時にダムの水を利用して田んぼの干ばつ時に利用さ

せていただきたいということを申し上げたところで

したけれども、その時点では、これは防災ダムとし

てしか利用できないというようなことで非常に厳し

い内容であったわけなんですが、そこらについては

進んでおるんですかね。 

○農政課長（末吉浩二君） 両ダムの水の利用につ

きましては、今、議員お説のとおり、防災ダムとい

う考え方からして、農業用水への水利用というのは

現在もできていないというのが実情でございます。 

○８番（楮山四夫君） 確かに既得権ということで、

私どももダムからの水を田んぼに引いておるんです

よ。もうこれも何年も前から話すところですけれど

も、最近はもう真っ黒い水が一時は出てきます。蛇

口をあけるとですね。これは多分、ダムの底の汚泥

が入ってくるんだというふうに思うんですが、浚渫

というのは考えられないんですかね。 

○農政課長（末吉浩二君） ダムにつきましては、

堆積率によって、ある一定の基準を超えると浚渫を

するということになりますが、現在は堆積率がその

基準までまだ達していないということでございます。 

○８番（楮山四夫君） 不思議なことで、このパイ

プ配管の高低の差もあるんでしょうけれども、出る

ところと出ないところがあるんですよね、真っ黒な

水が。そこらもパイプ配管の、言えば配管の仕方な

のか、あるいは高低差によって違うのか、そんなと

ころが。 

 私のところでも隣の人が、人は隣で田んぼは違う

ところなんですが、そこは黒い水は出てこないと言

うんですよ。私のところと隣のところは、出して一

時は真っ黒な水が出るというようなことですので、

ここらについて何とか検討されたいなということも

以前から申し上げたところで、浚渫が大事じゃない

かということを申し上げたところでございまして、

そこらについては要請はされておるけれども、堆積

率がまだそこまで達していないということですか。 

○農政課長（末吉浩二君） 浚渫については先ほど

申し上げたとおりでございます。 

 パイプ配管の汚泥の状況につきましては、また少

し現地等で検討させていただきたいと思います。 

○８番（楮山四夫君） 関連なんですが、先日、ダ

ムをちょっと見て回りよったら、ホテイアオイの除

去の作業をしておりました。市のほうから委託を受

けてですね。このことについても以前課長に申し上

げたところでした。もっと早くホテイアオイの除去

をすれば経費も少なくて済むのになと、そんなこと

を申し上げながら、課長も「じゃんとなあ」という

ようなことでしたけれども、前回からすれば早かっ

たんでしょうけれども、それにしても下で小さくな

っている時期なら取る量が少なくて済むんですよね。

やっぱり春になってだんだんだんだん株が大きくな

ってからでは、それだけ取る量が多くなるし、そし

てまた、それだけ経費が伴うということでございま

すので、そこら辺についてはどのようにお考えです

かね。 

○市長（田畑誠一君） ダム水面のホテイアオイの

ことでありますが、毎年除去を行っておりますが、

委託業者とされても冬場の水中作業はどちらかと言

えば敬遠されがちなんですね。しかし量は少ないで

すけれども、安く上がるんですが、今度は作業はは

かどらないという面もあると思います。そういった

ことから梅雨前の春先に実施しているのが今までの

現状であります。 

 ただ、言われましたとおり、冬場にしたら繁茂し

ているのが少ないわけですから、効率的じゃないか

というお話でありますので、量が少ないとおっしゃ

いました冬場の除去作業ができないものか、これは

検討してまいりたいと思います。 

○８番（楮山四夫君） ぜひそういうことで、先ほ

どから経費のこと、管理費のことを申し上げており

ましたので、管理費ができるだけ少ない方法を考え

ていただきたいということから申し上げたところで

した。 
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 もう一つは、今、串木野のほうのダム周辺は公園

化されまして、桜の時期には非常にきれいですばら

しいということで花見客も最近は多くなってまいり

ました。その中で、桜に何本かてんぐ巣病が出てお

ります。てんぐ巣病は今駆除をしないと、はびこっ

てからは大変かなと思っておりますので、こういう

ことは駆除をするという考えがあるのかお聞きいた

したいと思います。 

○市長（田畑誠一君） 桜のてんぐ巣病につきまし

ては、冬場に現況の確認をして、そして、早期に枝

の除去などの対策を行ってまいります。 

○８番（楮山四夫君） 確かに今、もう緑の葉っぱ

が茂っておりますので、ちょっと見渡りにくいとい

う気がいたします。ぜひそういうことで、冬場に確

認して、除去の作業を進めていただきたいと思いま

す。 

 次に、農地中間管理機構が、今回、初年度の実績

を発表いたしましたが、本市の状況はどうなのかお

聞かせいただきたいと思います。 

○市長（田畑誠一君） 平成26年度から開始された

農地中間管理事業につきましては、県内で147.8ヘ

クタールの実績があります。 

 本市におきましては、寺掘、高畠、永野原の樹園

地の27.7ヘクタールで、事業により集積が図られま

した。今年度以降は水田地帯で集積できるように検

討していきたいと考えておりますが、本市において

は土地利用型の認定農業者が少ないことから、各農

業者間で連携を図り、集落営農を推進して事業に取

り組みたいと考えております。 

○８番（楮山四夫君） 今、流動化、今後の対策を

ちょっとお伺いいたしましたけれども、水田につい

ては割と今の組織を利用すればしやすいと思ってい

るんですが、要は畑なんですよね。畑のほ場整備地

区を、水田と違って、畑の場合は一旦荒らしてしま

えば一向に取り返しがつかないような状況になって

まいりますので、この畑の流動が、今、高畠や永野

原地区等の例をおっしゃいましたけれども、それ以

外の上のほうの畑が大分休耕地というか、荒廃地が

増えてきておるようでございますので、ここをぜひ

この流動化対策に乗せていただけたらと思いますの

で、いかがでしょうか。 

○農政課長（末吉浩二君） この農地中間管理事業

につきましては、貸し手と、それから借り手のマッ

チングが必要ということになります。 

 ですので、現在、おっしゃった畑についても、貸

す側の方はその地権者の方なんですけれども、実際

そこを借りてつくるという方々が見当たらないと、

なかなか機構側もマッチングができないところにつ

いては預からないといったようなことを言ってます

ので、もう少し需要があるのか、そこらあたりをも

う少し検討させてもらった上で、機構を利用すると

いったようなことになると思います。 

○８番（楮山四夫君） それを意味しているのです

かね、遊休農地に課税を強化と。ここらは遊休、荒

廃地化されたところに課税までするということにな

れば、もう農家にとっては泣き面にハチなんですよ。

ここらをもっと農家サイドになって考えていただき

たいなというのが我々農家の考えなんですが、担い

手農家に集積するという意味からは有効だと思うん

です。 

 ですけれども、生産現場の実態を踏まえながら、

慎重な対応で臨んでいただきたいなということをぜ

ひ上部機関に要請いただきたいなと思いますけれど

も、いかがでしょうか。 

○農政課長（末吉浩二君） 今の国の規制改革会議

の中で、今、お話ありましたとおり、遊休農地に課

税を強化するといったようなことが言われておりま

すけれども、遊休農地になりやすいのは転用が期待

される農地よりも、まず営農条件が不利な農地が耕

作放棄になっていくというようなことも言われてお

ります。また、あわせて機構側も借り手がないよう

な農地については、借り手が見込めないような農地

については引き受けないといったような方針もある

ことなどから、今、お述べになりましたとおり、と

てもそぐわない、うちのこういった中山間地が多い

ところにはなじまない制度じゃないかなという思い

がしておりますので、ぜひいろいろな機会でそうい

った訴えをしていきたいと思っております。 

○８番（楮山四夫君） 今の回答に市長も手を挙げ

ていらっしゃったようですので、市長の見解をお願
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いいたします。 

○市長（田畑誠一君） 今、課長が答弁申し上げま

したけれども、実は６月９日に全国市長会がござい

ました。総理もお見えになって、総務大臣もお見え

になって、一同に会して810ですか、市長さん方が

お集まりになって会があったんですけど、その中で

農家の方の所得の向上に関すること等も、今ここに

手に持っていませんけれども、るる国に対して市長

会として要望を上げたところであります。 

 また、改まって資料を差し上げたいと思いますの

で、ごらんいただきたいと思います。 

○８番（楮山四夫君） 農業関係において、最後で

すが、農地利用推進の活動状況を最近ちょっと伺っ

ておりませんので、どのような、今、活動がされて

いるのか、お伺いいたしたいと思います。 

○市長（田畑誠一君） 農地利用推進の活動状況で

ありますが、昨年度までは人・農地プラン推進支援

事業にて雇用をしていました。主に牛ノ江地区の水

田約４ヘクタールについて、担い手の掘り起こしや、

利用権設定の業務を推進しておりました。今年度か

らは農地中間管理事業で雇用し、特に秋から実際予

定をしておりますが、川南地区のほ場整備の推進業

務とあわせてこの事業の推進を行っていきたいと考

えておるところであります。 

○８番（楮山四夫君） せっかく農地利用推進委員

を設けていただいておりますので、私どもにも見え

るような活動をしてもらいたいなと思っております。

今回は川南地区のほ場整備について重点的にという

ことでございますが、その合間にでも、あちこちの

ほ場の利用状況はどうなのかということでも聞き合

わせていただけたら活動状況もわかるのになと思う

ところでした。 

 それでは、次に移ります。災害対策についてとい

うことですが、私ども議会といたしましては、５月

に市民と語る会を市内16カ所の交流センター等で実

施させてもらったわけですが、その中でも避難対策

に対する意見、要望が多いでした。そうした中で、

二、三を取り上げて質問させていただきます。 

 川内原発の１、２号機の再稼働が間近と報道され

ているが、その避難計画が具体的に示されていない。

避難計画はどうなっているのかということで、私の

この質問と前後して計画書が届いたところですけれ

ども、御所見をお伺いいたします。 

○市長（田畑誠一君） 住民避難計画につきまして

は、昨年の５月、暫定計画を継承する形で策定をい

たしました。その後、住民説明会等を開催し、これ

まで計画の周知に努めてきたところであります。 

 また、そのような住民の皆さんの声を受けまして、

職員が避難先に出向き、避難経路を複数化するとか、

避難所の収容人員規模等を考慮した見直しに向けて

調査を行ってきました。今回説明会で出された意見

はもとより、現地調査での情報をもとに、各避難所

への避難経路として３ルートを設定するとともに、

避難所や行政機能移転先の見直し等を行いました。 

 あわせて医療機関を掲載した原子力防災ガイドブ

ックを作成したところであります。原子力防災ガイ

ドブックにつきましては、さきの全員協議会で議会

の皆さんにお示しをいたしまして、御説明いたしま

した。 

 ６月５日発行の広報紙とあわせまして、市内全所

帯に配布したところであります。また、これから７

月から各地区で行う市政報告会の中で内容説明を行

うことと計画をしております。 

○８番（楮山四夫君） 原子力防災ガイドブックに

避難計画が示されたところでございますが、この避

難計画書は出たものの、これをいかに市民におろし

て、あるいは避難訓練というのを考えていらっしゃ

るのか。できるものなら地区ごと、あるいは時期等

についてわかっておればお伺いいたしたいと思いま

す。 

○市長（田畑誠一君） 原子力災害避難訓練につき

ましては、原則毎年行われることになっております。

福島第１原発の事故以降、平成24年８月に羽島、旭

地区のほか、ゆくさ白浜、さるびあ苑の方々54名、

また、平成25年10月には野平、本浦、照島地区のほ

か潮風園、光里苑の92名の方々に参加をいただき、

避難訓練を実施いたしました。 

 本年度も県の主催により、川内原発から30キロメ

ートル圏内の９市町が参加して避難訓練を行うこと

となっております。参加住民につきましては、年次
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的に数地区の住民の方々に参加をお願いして、四、

五年間隔で全ての地区の住民の方々が避難訓練に参

加できるように努めてまいりたいと考えております。 

 また、風向きを考慮した避難対策としては、避難

経路を３ルート設定するとともに、指定の避難先が

不適となる場合は県が整備した原子力防災避難施設

調整システムを活用し、避難先を選定することとし

ております。 

○８番（楮山四夫君） 風向きの変化のところまで

御回答いただきましたが、これには今申し上げた風

向きのことは出ていないんですけれども、大体北西

の風が主なんですよね。これは統計で見たことがご

ざいませんので、北西の風が年間を通じてどの程度、

年間の割合としてどうなのかですね。それによって

私はこの避難の場所が逆に風下に当たるほうに避難

するような計画になっているんじゃないかなという

ふうに思ったものですから、風向きによっては別ル

ートが必要じゃないかということを申し上げたとこ

ろなんです。 

 この割合というんですか、風向きの年間の割合と

いうのはどういうものかわかっておれば教えてくだ

さい。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） 年間の風

向きの関係でございますが、本市に影響を受けるで

あろう風、原発を中心にして考えた場合、北北西の

風、これが約年間11％ですね。それから、南東に吹

く風、これが約５％と言われています。それから、

北風、これが約10％と言われていますので、これを

合わせましても26％程度というのが一応川内原発の

風向計で集約した年間の値でございます。 

○８番（楮山四夫君） 北の風、北西の風、これは

わかるんですけど、今、南東の風とおっしゃったん

ですか。５％というのは。これは逆なんですよね。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） 大変失礼

しました。南東のほうに吹くという意味で、北西の

風でございました。大変失礼しました。 

 もう１回繰り返しますと、北北西の風が11％、北

西の風が５％、北からの風が10％で計26％というこ

とになっております。大変失礼しました。 

○８番（楮山四夫君） やっぱり３分の１が大体北、

北西の風ということになるわけですかね。ほかは南

東とか南の風とかそういうことに捉えていいんです

か。あとの70％は南東か、そういうふうに。どうで

すか。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） 360度包

囲いたしましたところ、川内原発から甑島方面に吹

く風、これが一番多くて、35％程度と言われていま

す。今度は阿久根、出水方面に吹く北風、北方面で

すね、これが20％弱ですかね。そして、残りの十

数％が薩摩川内市街地に流れる風、影響を受ける風、

これが10％前後というふうに言われております。 

○８番（楮山四夫君） はい、わかりました。 

 そうした中で、万一の場合、集合場所、公民館と

かいろいろ出ておるんですが、避難行動の要支援者

などの具体的に集合場所に寄られない場合、その周

知、広報はどのような方法でそういう要支援者等に

考えていらっしゃるんですかね。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） 住民への

周知ということでは、当然、防災行政無線等のほか

にエリアメールとかいろいろございますけれども、

具体的には、特に在宅の要援護者等につきましては

そういう情報を入れながら、実際、避難に当たって

は、隣近所の車でお願いできる人はそれでいいんで

すが、できない方は地域の方の、支援者という方が

いらっしゃいます。そういう御協力をいただきなが

ら、バス集合場所にその地域の方々の御支援をいた

だいてそこに集まっていただいて、その後、バスで

避難していただくという、そういう基本的な考え方

を持っております。 

○８番（楮山四夫君） もう最後の質問に入ります。 

 梅雨時期となりまして、大雨、台風シーズンとな

っておりますが、今日もこういう大雨です。自然災

害が予想されます。全国的にも数日この大雨、土砂

崩れ、竜巻、あるいはそれに近い被害が続出してい

る状況でございまして、あわせて火山噴火等も言わ

れておりますが、我がまちの災害対策についての対

応は十分なのか、お聞かせいただきたいと思います。 

○市長（田畑誠一君） 災害の対応策といたしまし

て、平成25年３月に災害時の行動のあり方、日ごろ

の備えなどを示した防災ハザードマップを作成し、
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市内全世帯に配布をいたしました。あわせて、この

マップにより土砂災害警戒区域をはじめ、避難所、

津波避難適応場所などの周知を図っているところで

あります。また、台風時期を前に、お知らせ版を通

じて避難所の情報、心構えなどについて広報し、意

識の向上を図ったところであります。 

 災害時においては、防災行政無線などを通じて迅

速、的確な情報の周知に努め、避難行動を支援して

いくこととしております。 

 また、在宅の避難行動要支援者への対応としまし

ては、市では毎年、災害時要援護者台帳の見直しを

行い、自治公民館を通して支援者を選定してもらう

など、地域ぐるみによる支援をお願いをしていると

ころであります。 

○８番（楮山四夫君） 時間が参りましたけれども、

あと少しですので発言をお許しいただきたいと思い

ます。 

 このことについても、市民と語る会の中で出たん

ですが、避難標識はあるけれども、これは津波のと

きの場所だったと思うんですが、あるけれども、草

木が繁茂して行ける状況にないと。そこらもやっぱ

り払っておかないといけないなという、これは野元

の愛宕山に登るところのことでした。ここらについ

てはいかがですか。もう済んでるのかな。 

○農政課長（末吉浩二君） 今ありました野元の愛

宕山につきましても、シルバーセンターのほうにお

願いをして定期的に除草していただいているという

のが実情でございます。 

○８番（楮山四夫君） もう一つは、市来の潟小路

の避難場所が墓場になっていると。まことにお粗末

なんだが、ほかに考えられなかったのかという市民

の声でございましたが、ここらについてはいかがで

すか。 

○市長（田畑誠一君） 小原墓地というんですかね、

あそこは。小原墓地につきましては、津波の避難適

応場所として位置づけておるんですが、津波の避難

適応場所は、津波または洪水時に一時的に避難する

ための場所でありまして、本市では48カ所を指定し

ております。したがいまして、そこは長時間滞在す

る場所ではなく、危険が去った後は速やかに自宅ま

たは市が指定する避難所に移動してもらうことにな

ります。 

○８番（楮山四夫君） 最後にお聞かせください。 

 この避難の基準ですね。避難するとき、避難勧告

あるいは避難指示とありますが、市としての基準と

いうのは、どんなときに避難、風水害のことなんで

すけれども、どんなときにそういう警告なり指示を

出すのか、わかっておればお答えください。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） 避難勧告

の基準といいますか、そういうことかと思いますが、

例えば雨で申しますと、避難勧告の一つの基準とい

たしまして、私どもの地域防災計画では、豪雨が続

き、災害の発生が予想され、生命身体の危険が強ま

ってきたときということで、数字的には連続雨量が

150ミリを超えたとき、または時間雨量が50ミリを

超えたときと、そういう数字にはあらわしておりま

す。 

 ただ、一連のこの雨、これが今、13日の９時40分

からずっと続いているとなっていますが、現在まで

ですね。その後、この事例で申しますと、一番最大

の時間雨量は20ミリなんです。ですので、この時間

雨量には該当しないと。そうすると、今度は通算雨

量はこれで150ミリですが、この６日間、今日まで

６日間なんですが、約300ミリです、多いところで。

そうすると１日平均50ミリなんですが、通算150ミ

リを超えているじゃないかというふうになると思う

んですね。今で約300ミリです。 

 これを基準すると、今現在は避難勧告ということ

になるんですが、昨年の９月に避難勧告等の判断・

伝達マニュアル作成ガイドラインという一つの指針

を国が出しています。それによりますと、市独自の

数字もありますけれども、ほかに、例えばわかりや

すく言いますと、気象台が土砂災害警戒判定メッシ

ュ情報というのを出すんですね。これは一、二キロ

四方の区枠で、ここはもうそろそろ危険ですよとこ

ういう色分けで示してくれる、そういう情報があり

ます。それももって、色分けで、この色になったら

もう危ないんだいうのが出ますので、そういうのも

勘案しながら避難勧告等は出していきたいと。 

 ですので、水位だけ見ると出す時期ですが、メッ



 
- 31 - 

シュ情報によると、この６日間では１回もその危険

区域に入ったことがないんです。この６日間はです

ね。ですので、そういうのを勘案しながら私たちと

しては避難勧告を出していきたいというふうに考え

ております。 

○８番（楮山四夫君） あしたまでは大雨だという

ことですので、ぜひ的確な情報を出していただきた

いということを要請いたしまして、私の質問を終わ

ります。 

○議長（下迫田良信君） ここで昼食のため、休憩

をいたします。 

 再開は午後１時15分といたします。 

             休憩 午後０時07分 

             ───────── 

             再開 午後１時15分 

○議長（下迫田良信君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 次に、原口政敏議員の発言を許します。 

   ［15番原口政敏君登壇］ 

○15番（原口政敏君） 私は自由民主党を代表いた

しまして、三つの問題を市長に質問をいたします。 

 我がまちは、古来より漁業と農業で繁栄をしたま

ちでございます。しかしながら、基幹産業でござい

ます農業の問題で質問をいたします。 

 近年、米をつくらなくなった農家が増えてござい

ます。これは高齢化はもとよりでございますが、米

の価格が安くなったというのも原因の一つでござい

ます。さらには平成22年、民主党政権が米の戸別補

償制度を打ち立てました。10アール当たり１万

5,000円の補助金でございましたが、24年、自公連

立政権ができまして、26年度には10アール当たり１

万5,000円が7,500円、ちょうど半分になったわけで

ございます。さらには、この事業も29年度で、今、

自民党が直接交付金制度という名前で変わっており

ますが、29年度で終了でございます。このことも大

きな要因であろうかと考えるわけでございます。 

 農家の耕作意欲を高めるため、何とかこの制度を

維持できないものか、一つはこのことが質問でござ

います。 

 もう一つは、焼酎のこうじ用米のことでございま

すが、市来地区におきましては15ヘクタールを３軒

の農家が耕作をいたしてございます。しかしながら、

隣接する日置市と比べまして、１万円本市が安いと

いうことで、農家の方々は大変な不満を持っている

わけでございます。私もこのことは同じ隣接地にあ

るにもかかわらず、１万円安いというのは理不尽で

ならないということで今日質問をいたしているわけ

でございます。 

 実は市長、私も二、三日前から体調が悪く、余り

すぐれませんので、市長のすばらしい回答をいただ

きますことを要請いたしまして、１回目の質問を終

わります。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） 原口政敏議員の御質問にお

答えいたします。 

 お述べになられましたとおり、近年、米の価格に

ついては、米の需要減少と潤沢な民間在庫により大

幅な下落が続いております。また、経営所得安定対

策の米の直接支払交付金については、諸外国との生

産条件格差から生じる不利はなく、構造改革にそぐ

わない面があるとして、26年産から半額とされ、29

年産までで廃止されることとなっています。 

 このような状況でございますので、去る６月９日

開催の全国市長会において、この水田活用の直接支

払交付金についても国に対して適切な措置を講ずる

よう強く要望をしたところであります。今後とも引

き続き市長会等で、所得補償の存続なり増額等につ

いて国に要望をしてまいりたいと考えております。 

 次に、焼酎こうじ用米助成金の件でありますが、

本市の場合は主食用米の作付面積の配分で調整を要

する部分が少なく、計画配分された生産数量目標を

達成しておりますが、日置市の場合は強力に焼酎用

こうじ用米に誘導する必要があるのが現状のようで

あります。したがいまして、これは日置市さんの積

極的な政策ではもちろんありますけれども、今言っ

たような背景もあるわけであります。 

 いずれにしましても、こうじ用米は産地交付金等

の支給等がなされるために、米価が下がった主食用

米との価格差が広がっております。主食用米の需給

調整を引き続き達成するとともに、水田の有効活用
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を図るため、水田活用の直接支払交付金の産地交付

金を活用して焼酎こうじ用米などの誘導を図ってま

いりたいと考えております。 

 焼酎用こうじ用米への補助の上乗せにつきまして

は、先ほど申し上げましたとおり、これはもう日置

市さんの積極的な政策で、評価すべきことではあり

ますけれども、ただ背景には、そちらへ誘導しなけ

れば主食用の米の需給調整というか、主食用の作付

面積が多いので、こうじ用米に変わってもらわなけ

ればならないと、そういう意味もあって奨励金もま

た増されたんじゃなかろうかなと思います。ただ、

何回も申し上げますけど、それはまた日置市さんの

積極的な政策ですので評価をさせていただきたいと

思います。 

 いずれにいたしましても、農業者の皆さんにとり

ましては、いろんな背景があったにせよ、価格差が

あるということはやはり不本意であられると思いま

すので、平成28年度から検討をしてまいりたいと思

います。 

○15番（原口政敏君） 民主党政権が、市長、22年

度に米戸別所得補償モデル事業ということで、10ア

ール当たり１万5,000円ということでスタートした

んですよね。そして自民党政権になって、我が自民

党でございますが、民主党政権が唯一いいことをし

ているんですよ、これは。唯一。ほかは余りしませ

んでしたけどね。これを自民党がつぶすというのが

私は本当理解できないんですよ。これは私も自民党

員ですからね、市長。今度の20日も自民党の役員会

がありますから、これでも手を挙げて言おうと思う

んですよ。よかことはやっぱり継続しないといけな

いわけですよ。 

 農家は非常に米が安くてやめようというのが多い

んですよ、市長。多い。特に穀用農家ですね。これ

は本当にもうつくりたくないって。農機具とかそう

いうのを見たら、買ったほうが安かって。そうだろ

うと思っておりますよ。何とか市長、これを市長会

等でも訴えて、私は私で自民党として訴えていきま

すけれども、共通で訴えていって、元に戻していた

だきたいと思っておりますが。 

 それから、こうじ用米については、28年度から検

討するとおっしゃったですね。市来の前の町長は検

討するのが上手でしたよ。検討するということで、

１回もしてもらったことはなかったですね。この意

味は据え置くということですか、どういうことです

か。私は気分が悪くなりますがよ。するのかしない

のか、はっきりと明言していただけませんか。余り

私は検討というのは好きでないですがよ。どうです

かね。 

○市長（田畑誠一君） 先ほど申し上げましたとお

り、日置市さんは積極的に１万円の補助をお出しに

なっているという、これは政策として評価すべきこ

とだと思います。ただ、言い訳になりますが、そう

いう背景もちょっとあったと。進めなければならな

いですね、こうじ用米に転換してくださいという政

策上の背景もあったということであります。しかし、

いずれにしましても農家の皆さんから見たら、こう

じ用米の補助としてだけの対象しか、対比しか考え

られませんので、これはまた当然だと思います。 

 だから今、28年度から検討ということで、その検

討の意味はということですが、これは前向きにとい

うことが前にございますので、そのように御承知お

きいただきたいと思います。 

○15番（原口政敏君） 日置市はこの割り当てに達

していないんですよね。本市はもう市来が15ヘクタ

ールありまして、これは達しているんで、それはわ

かるんですよ、市長。十分わかります。 

 しかし、同じ農業をする方は理由はわかるんです

よ。だけど農家のことはわかりませんよね、達成し

ているか、市民は関係ないわけだから。こうじ用米

をつくっておいて何で１万円の差があるのかと、そ

れは不服に思われると思うんですよ。 

 市長の前向きな答弁を聞きましたので、これでよ

しとしましょう。今度また自民党大会もありますか

ら、継続するように私も訴えていきますので、市長

も市長会におきまして意見書等を出して、していた

だきたいということで、この項は終えたいと思いま

す。 

 それから市長、この田畑の、今の時期、もうちょ

っとしたらなんですが、梅雨が上がってから、昨年

も虫がすごかったですね。というのが、荒廃地にな
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った田んぼが住宅の隣接にあるところだけなんです

よ。水田耕作をしているところは虫は入ってこない

んですよ。 

 あれはヤスデというんですか。最初、私の会社の

隣の隣の２軒の方から、虫がすごく入ってくるって、

見てくださいって言ったんですよ。そうしたらすご

かったですね。もう本当にぞっとしましたよ、市長。

そうしとったら１週間後、今度は我が事務所に入っ

てきだして、朝行くと、毎日のように何十匹なんで

すよ、市長。何十匹。今度は担当課長に行なさいと

言いましたが、来て、あなたが掃除しなさいね、対

処しないときには。すごいですよ。もう気持ちが悪

い。こんな虫ですけど、どこから入ってくるのかわ

からないんですよ。 

 だから、今の時期はいいんです、市長。これが梅

雨が終わったときに出てくるんですよね。先ほどと

も関連しますけど、荒廃地の問題、田んぼをつくら

ずにそのままの荒れ放題ですよね。この田んぼに限

って出てきますから、恐らく私たちの地区だけじゃ

ないと思うんですよ。 

 そして１回は、市長、去年でしたですね、指宿線

がこのヤスデで電車がとまったですよね。とまった

んですよ。市長は知らなかったですか。このヤスデ

だったんですよ。線路上にヤスデが来て、滑って電

車までとめたんですよ、このヤスデというのは。 

 だから市長、先ほどもつながりがありますけれど

も、荒廃地をなくすことがこの虫たちになるわけで

すから、徹底した、荒れている農家の方にひとつ強

力な対策をしていただきたい。本当大変ですよ、市

長。あんな虫がどこから、もうずっと対策はしたん

ですけど、入ってくるんですよ。そして、うちの職

員に会社の周りを刈れって、１メートル刈らせまし

たけど、効果はありませんでしたね。なら石灰をま

けと。石灰をまいても雨が降ったらもう消えますか

らね。何とかこの対策をできませんかね。 

○農業委員会事務局長（芹ケ野國男君） 原口政敏

議員の御質問にお答えいたします。 

 御質問の件につきましては、平成26年９月議会で

もお答えいたしましたが、その後複数回にわたり適

正な管理をお願いする文書を所有者などに送付する

とともに、電話連絡がとれる所有者等については電

話で直接指導を行ってまいりました。結果、伐採を

行っていただいた所有者もおりますが、一部の市外

居住者については御協力いただけない状況でありま

す。 

 また、担当地区の農業委員や農政課の農地利用推

進員は、それ以来、新たな耕作者のあっせんに奔走

しておりますけれども、今現在見つかっておりませ

ん。荒廃農地の管理につきましては、今後も引き続

き市の広報紙や農業委員会だより、文書等を通じて、

粘り強く指導してまいりたいと考えております。 

○15番（原口政敏君） 局長、やっぱり要請じゃだ

めだと思うんですよね。要請ぐらいじゃだめだと思

いますから、強力なことを電話で言っていただいて。

これは法的根拠はないんですよね。そこが問題にな

って、今度はもうほ場整備をしたら、この荒廃地の

ところは税金が上がりますから、そうなったら局長

も大変だろうと思いますが、ひとつ強力に要請して。 

 うちの地区だけじゃないと思うんですよ。人家の

あるところはいっぱいありますから、そういう。田

んぼの中は余りないと思うんですけど、人家になる

と特に気を配ってしていただくことを要請をして、

もうこれ以上は申し上げませんけれども。 

 それから最後にこの農業問題でございますが、本

市の食料自給率についてお尋ねの上、質問いたしま

すが、たしか平成20年だったのかな、自給率が40％

行かなかったんですよね。政府の方針で、27年度ま

でに45％にしなさいという要請があったと思うんだ

けれども、だけど、もうこういう耕作地が増えてお

りますから、恐らく今は40％に行ってないのではな

いかと思うんですよ。そこのところはどうですかね。

まずパーセントでわかったらお答えくださいません

か。 

○市長（田畑誠一君） 食糧自給率につきましては、

農林水産省が国と都道府県の数値を平成25年度まで

公表されているところですが、市町村単位の数値に

ついては、基礎データがないことから算定をされて

おりません。お尋ねの食料自給率ですけど、平成９

年以降17年間、約40％前後を推移しています。平成

37年度に45％の目標を掲げておりますが、将来の食



 
- 34 - 

糧供給能力の低下が危惧される状況にあります。 

 本市としての自給率についても、やはり横ばいで

はないかというふうに推測されております。 

○15番（原口政敏君） 市長、民主党政権が22年度

に戸別補償を打ち出した原因は、この自給自足を解

消するために、自給率の策だったんですよね。策で

民主党が打ち出したんですよ。45％にしたいために

補助金を出したのが原因なんですよね。 

 そういうこともございますので、水田を耕作でき

るような体制をとっていただいて、少しでも自給率

が上がるような方策をしていただきたいということ

を申し上げまして、もうこれ以上のことはありませ

んよね。市がわからんちゅうんだから。 

 たしか、20年は39.5だと思ったんだけど。大体そ

れぐらいだったと思っておりますが、それより私は

低くなっていると思うんですよ、今は。そのころは

まだ水田も活気がありましたから。だから、恐らく

それから低下しているんじゃないかなと思っており

ますが、なるだけそういう水田をつくる影響を、か

んがいとか、そういうことで自給率を上げていただ

きたいということを申し上げまして、農業関係は終

えたいと思っております。 

 次に、空き家対策のことについて伺いますが、26

年度の11月に空家対策特別措置法が可決されました。

そして、先月の26日、施行が始まったわけでござい

まして、まず市長、本市に空き家が何戸数あるんで

すか。それからお聞かせください。それと、危険箇

所が幾らあるのか、空き家のですね。それだけお答

えいただけませんか。 

○市長（田畑誠一君） お話あられましたとおり、

今回、特措法が全面施行とガイドラインが示されま

した。市町村においても特定空き家等の判断された

ものに対して、助言または指導、勧告、命令の手続

を順次行えるようになり、不利益処分である命令に

従わない場合は代執行を行うこともできることとな

っております。 

 本市の空き家ですが、平成24年に行政嘱託員にお

願いをしまして、危険家屋が99戸と確認をしており

ますが、初期での調査であり、個人の見方の違いの

差異などもあると思います。その後の確認で、10戸

程度が緊急に対応する必要性があると思われます。

このような状況です。 

○15番（原口政敏君） 空き家が何戸数あるかわか

らないわけですね。調査してありませんか。 

○生活環境課長（住廣和信君） 先ほど市長が答弁

しましたが、空き家につきましては、同じく平成24

年に行政嘱託員のほうで確認したところでは921戸

空き家があると確認しております。 

 以上です。 

○15番（原口政敏君） 921戸あるんですよ。その

うちの99戸が危険箇所点検で、26年度に16戸したか

ら、今、83戸あるということですね、現在は。違う

のかな。ちょっとそこのところもう１回説明して、

それなら。 

○生活環境課長（住廣和信君） 今の921戸、それ

から危険家屋が大体99戸、その時点で確認しており

ますが、その後に解体等もされておりますし、昨年

16戸、危険廃屋の解体補助で助成をしております。

ですから、実際はこの99から16引いた数よりはまだ

少なくなっていると考えております。自分で解体さ

れた部分もあります。補助は26年度からでしたので。 

 以上です。 

○15番（原口政敏君） 市の30万円の財源を使った

のは14戸ということですね。わかりました。 

 80ちょっとの空き家があるわけでございますが、

このことを市長、どのようにされるのか。法的な、

たまには聞かない市民もいらっしゃると思うんです

よね。良心的な市民はすぐしていただきますが、特

に市外にいらっしゃる方がされないんですよね、市

長、市外が。こういうことを、行政処置もできるよ

うになったわけですから、される考えがあるのか、

今後ですね。どうなんですか。市長の考えですよ。 

○市長（田畑誠一君） 今後の対応ですけれども、

所有者は確認をしておりますので、通知を出すこと

としたいと考えております。なお、市全体を今回の

ガイドラインに基づいて実態調査を行う必要がある

と考えております。 

○15番（原口政敏君） 今から実態調査されて、危

険箇所は法的措置ができますから、従わない場合は

市が解体して、所有者に請求するということは知っ
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てらっしゃいますよね。これが法律ですから。今ま

でそれができなかったんですよね。 

 やっぱり人命にかかわることですから、そういう

調査を一日も早く進めて、もう私はこの調査が終わ

っているのかなと思っていましたけれども、今から

されるわけですね。今からされて、危ないところは

早急に取り除くということをしていただきますこと

を、もうこれ以上のことは申し上げませんので、次

の項に行きます。 

 最後ですが、国道270号線の払山で死亡事故がご

ざいましたね。信号機を執行、議員全員となって意

見書も出したりして。聞くところ、教育長は本年度

いっぱいと言われましたが、また片方ではもう９月

には設置できるんじゃないかという声も聞いている

んですよね。これは市長にだけしか答弁のあれは出

していませんから市長でいいですが、大体そういう

ことははっきりとわかっているんですか。私が聞く

範囲は、教育長はこの前全員協議会で今年度中とお

っしゃったが、９月に設置できるということを聞い

ているんですよ。９月にできますよと。どうなんで

すかね。そこの状況を教えてください。 

○市長（田畑誠一君） この２月に大変悲しい事故

がございました。犠牲者が出ました。原口議員が３

月議会において、悲しみ、無念さを涙ながらに切々

と述べられました。そしてまた、信号機設置の必要

性を強く訴えられました。学校のＰＴＡ、地域にお

いても、一丸となって信号機設置の要望をされ、さ

らに市議会の皆様方が県公安委員会に意見書を提出

され、信号機設置を強く要望されました。 

 このような地元の強い思いのおかげで、県公安委

員会から、去る６月９日、事故現場となった横断歩

道に押しボタン式信号機の設置が決定されたところ

です。なお、その設置の時期のお話ですけれども、

きのうも実は警察署長さんと同じ会でした。で、こ

のことをいろいろ要望したのですが、２学期の９月

に間に合うように努力をしますというのが署長の回

答でした。で、ぜひお願いしますということをお願

いしたところです。 

 以上です。 

○15番（原口政敏君） 事故があってから、ほとん

ど寒いときも雨が降るときも、今朝もでしたが、小

学校の校長先生をはじめ、先生方が立っていらっし

ゃいますよね。校長もいろいろですけど、あの小学

校の校長は立派ですね。ほとんど登下校時に来て、

雨が降ろうと今朝も来ていらっしゃいましたよ。一

生懸命ですよね。したがいまして、市長、一日も早

く信号機が設置されることを願いまして、この信号

機のことには触れません。 

 あとですね、市長、あの横断歩道から田崎スタン

ドって今言われましたね、戸崎に行く。あれからが

50キロなんですよ、事故の手前まで。この40キロに

していただきたいという要望は小学校の先生もされ

たし、また児童の保護者もされたんですよね。向こ

うから来ますとね、市長、下り坂ですから、勢いが

ついて、ちょうど加速が出るところなんですよね、

あそこは。だから引き続き、あそこも40キロにして

いただくように。大変な要求だろうとは思いますが、

してほしいと思っております。 

 小学校の校長先生がどこで聞かれたかわかりませ

んけれども、以前は40キロだったんですよ、市長。

何年前かな、50キロになった。その原因を聞いたと

ころが、地元の方からの要望で50キロにしたと。答

えたんですよね。私が聞いたら、地元はそんなこと

は要望はしてないんですけどね。 

 だから、どうしても市長、あの区間は通学路にな

っておりますから、以前、同僚議員が歩道のことも

言われましたけど、全協でも、あれは以前からも市

来町でも言ってあるんだけどしてくれないんですよ

ね。道幅を広げないとできんということで。だから、

ここでお願いするのは、あの区間を40キロにするよ

うに要請していただけませんかね。 

○市長（田畑誠一君） 今、原口議員がお述べにな

られたとおり、この区間を40キロの制限にしてほし

いという要望は警察のほうにも届いていますという

ことでした。また、さっきお話されましたとおり、

警察としてはこの50キロ走行区間にしたのは、要望

に基づいて設定したんですというお話です。したが

いまして、その経緯を検証するとともに、現地の実

態調査を行いながら、現在、検討をしているという

ことであります。 



 
- 36 - 

 なお鹿児島県においては、３月にあの事故現場付

近に減速路面標示も施されております。スピードを

落としなさいというですね。そういう標示の設置も

なされたところであります。今、そういう段階のよ

うです。 

○15番（原口政敏君） たしか白線がずっとしてあ

りますよね。１回は「あっ」と思いますけど、２回

目以降はあんまり思いませんがよ。あの標示を見て

も。なれてしまって。最初はびくっとしましたよ。

だけど、もう２回目はもうそういう感じで、あんま

りそんな感じはなかったですね。だから、やっぱり

あそこも40キロにしていただかないと、万が一のと

きもありますからね、市長。また要請していただき

ますことを要望いたしまして、私の質問を終わりま

す。 

○議長（下迫田良信君） 次に、中里純人議員の発

言を許します。 

   ［12番中里純人君登壇］ 

○12番（中里純人君） 私はさきに通告いたしまし

た３件について質問いたします。 

 まず、川内原発の再稼働についてであります。 

 九州電力は、川内原発１号機を８月中旬、２号機

を９月下旬に再稼働する計画を発表しました。先月、

南日本新聞社が実施した再稼働に関するアンケート

では59.9％が反対で、そのうちの安全性に疑問があ

ると答えた方は54.9％、避難計画は、事故の想定は

多岐にわたるため、計画に沿った対応は困難だと答

えた方が57.1％ありました。再稼働に対しての不安

が根強くあるようです。 

 原子力規制委員会の田中俊一委員長の「再稼働は

審査して結論を出すが、安全であるとは申していな

い」という発言は責任の所在が不明確で、不安を増

長させているのです。 

 市議会による市民と語る会が市内15カ所で開催さ

れましたが、再稼働を目前にして、市民の皆さんか

ら避難場所への避難方法、医療機関や福祉施設の要

援護者の避難計画等、多くの意見、質問がありまし

た。避難経路については、実際に避難をするとなる

と住民の方々の不安は大きいものがあります。 

 避難計画策定が義務づけられている原発30キロ圏

内の市町村で地震発生時の土砂崩れ等で孤立するお

それのある集落が2,318あるという報道がありまし

たが、本市ではどうなのか明らかにされたいのであ

ります。 

 市当局並びに県、九州電力は、実施避難しなくて

はならないときに倒木や落石等による道路の封鎖等

に対してどのような対応、認識をしているのか、市

民の皆さんはそんな素朴な疑問や不安があるのです。

答弁願います。さらには、寝たきりのお年寄りなど

生活弱者と言われる方々の搬送には問題、課題はな

いのか、あわせて伺うものです。私はそのような疑

問、課題、不安が解消されない限り再稼働はするべ

きではないと考えるものです。当局とされましては、

市民の皆様の不安感をどのように払拭されるのか伺

います。 

 以上でここでの質問を終わります。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） 中里純人議員の御質問にお

答えをいたします。 

 地震発生時などに孤立するおそれのある集落につ

いては、川内原発から30キロ圏内では16集落とされ

ております。そのうち本市では、袋小路となってい

る金山公民館の一部区域の１カ所が挙げられていま

す。孤立する可能性のある集落につきましては、さ

らに調査を進めるとともに、継続して避難対策を検

討してまいります。 

 災害時の倒木、落石等の道路封鎖等に対しては、

避難経路を３ルート設定してありますので、被災状

況に応じて避難ルートの選定をし、避難をすること

としています。防災行政無線、広報車、携帯電話等

のエリアメールなどを利用し、市民への情報伝達に

努めるとともに、県警察等による交通誘導の強化を

図ってまいりたいと考えております。また、ヘリコ

プター、ＪＲ、船などを利用した避難手段の多様化

についても検討し、避難対策の質の向上を図りたい

と考えております。 

 寝たきりなどの避難行動要支援者対策につきまし

ては、現在、個別避難計画の作成に取り組んでおり、

国・県の協力のもとに福祉車両及び自衛隊の車両等

を活用し、搬送する計画としています。 
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 今回、原子力防災ガイドブックを作成し、市内全

世帯に配布しました。避難ルートについても詳細に

掲載をしております。各地区で行う市政報告会の中

で避難計画の説明を行い、住民の不安解消に努めて

まいりたいと考えております。 

○12番（中里純人君） 孤立するおそれがある集落

が本市の金山地区にあるということですが、そこを

含めて、以下質問いたします。 

 私は今回の福島第１原発の事故後の話を伺いまし

たが、一つは、道路は地震で倒木や落石で通行でき

ない箇所が多いということ、もう一つは、寝たきり

の高齢者、障がい者に対する対応が難しくて、ある

ところでは寝たきりの方を搬送するために時間を要

して、何人もの方が逆に被災をされたこともあった

ようです。 

 以下３点について伺います。 

 第１、福祉施設の避難計画策定はそれぞれの施設

で策定が義務づけられていますが、どのような状況

なのか。 

 第２、地震や火山活動が活発です。先日の口永良

部島の噴火の際は住民が日ごろの訓練どおりスムー

ズに高台の避難場所に集合し、屋久島へ避難しまし

た。昨年８月の噴火を受け、週１回全住民への説明

会を、児童生徒は年四、五回の避難訓練を行ってい

たということです。しかしながら、受け入れ先の体

制が急を要したため、大変だったようです。今回、

原子力防災ガイドブックが作成され、避難所までの

道のりは３コース設定されていますが、受け入れ先

の体制はどうなのか、誰がどのように動いてもらえ

るのかも確認しておく必要があるのではないか。 

 第３、本市でも原発をはじめ、複合災害に対して

全市的な訓練を行うとともに、風向きによる別の避

難所への理解を深めておくべきではないか。 

 以上、伺います。 

○市長（田畑誠一君） まず、福祉施設等の避難計

画の策定についてでありますけど、川内原発から10

キロ圏内にある一つの社会福祉施設では、避難計画

を策定し、鹿児島市に２カ所の避難先を設定してあ

ります。10キロメートル以遠の施設については、一

時移転等の指示が出された場合は、県が整備した原

子力防災避難施設等調整システムを活用し、風向き

を考慮した上で迅速に避難先を選定することになり

ます。 

 なお、デイサービス施設等への通所者については、

放射線の影響がない警戒事態の時点で速やかに自宅

へ送り届け、在宅の避難行動要支援者として対応し

てもらうこととしており、市でも迅速確実な情報提

供に努め、避難対応を支援したいと考えております。 

 次に、この避難の際の受け入れの体制は大丈夫か

ということでありますが、昨年避難計画書を作成し、

受け入れ先の自治体に配付した際に、自治体間にお

いては避難計画への協力、支援について確認をした

ところであります。また、再度避難所の検討を行っ

た際も収容人員等について受け入れ自治体と協議し、

避難所の変更に至った経緯もあります。今後も受け

入れ自治体との協力体制を築きながら、緊急時の連

絡調整、交通誘導、避難所開設、運営、要配慮者等

の健康状態への配慮など、詳細な対応のあり方につ

いて協議を進めていくこととしております。 

 また、複合災害等を踏まえた避難訓練の実施であ

りますが、避難訓練につきましては、これまでも地

震により川内原発に事故が発生したとの想定で原子

力防災訓練を実施してきておりますが、今後は避難

に際しても地震、津波等の影響も想定し、避難経路

等も考慮した上で住民避難訓練の実施に努めていき

たいと考えております。また、風向き等によっては

原子力防災避難施設等調整システムにより避難先が

変更される場合も考慮されます。これから各地で７

月から行います市政報告会の中で避難計画の説明を

行うこととしておりますので、このシステムの理解

に努めたいと考えております。 

○12番（中里純人君） まず避難計画の策定につい

てでありますが、原発から10キロ圏内のゆくさ白浜

はＰＡＺ圏内と同様に策定済みとのことです。鹿児

島に２カ所避難先を設けてあるということでござい

ます。10から30キロ圏内の福祉入所施設は県内で約

230施設、9,700人あるわけでございますが、原発に

より近い本市の光里苑、潮風園、吹上園では、避難

計画のたたき台はあるものの、つくり上げていない

ようです。伊藤知事が述べられましたように、空想
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的なものしかできないのでつくらないでいいのかど

うか。 

 施設の通所者は家庭に送り届けるという答弁でご

ざいますが、ひとり暮らしや認知症の方など、地域

との連携がうまくとれるのか、通所の施設への説明

がまだなされていないようですが、どのようにする

のか伺います。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） 先ほど市

長が答弁いたしましたように、10キロ圏内までは病

院福祉施設等は避難計画をつくっておりますが、こ

れまで県のほうで指導してつくるという方針はござ

いましたけれども、県の意向としては調整システム

によってこれをカバーするという考え方でですね。

だから、避難計画という形ではつくらなくてもいい

よという形で、今、県の指導がそのようになってお

ります。 

 万が一逃げるときは、先ほど言いました避難施設

等調整システムによって病院施設等を振り分けて、

ここに行きなさいという指示を出しますというのが

県の一つの考え方の方向性でありますが、デイサー

ビス等の方々につきましては、放射線量が漏れる前

に帰宅していただいて、一在宅として動いていただ

くわけですが、その方々は要支援者ということであ

れば、当然、地域の方々の御支援をいただきながら

隣近所のバスに乗せていただける方はお願いして、

どうしても交通手段のない方は地域の方々の御支援

で、指定されたバス避難所までは地域の方々のお手

伝いをいただきながら集まっていただいて、その後

はバス等で一緒に避難していただく、そういうこと

を基本と考えております。 

 デイサービス等への施設への説明ということです

が、基本、先ほど、こういう説明は県のほうで最初

文書を出されたんですね。つくりなさいという文書

を出されたんですが、今年度になってから、こうい

うシステムに変えましたよという通知を県のほうで

なされていると。私たちのほうも地元の施設等から

そういう問い合わせがございまして、県のほうに、

方向転換したのであれば正式にそれを伝えてくれと。

でないと、現場のほうは戸惑いがあるので、そうい

うところはしっかりと通知していただきたいという

ことで、たしか県のほうでそのような通知が出たと

いうふうに聞いております。 

○12番（中里純人君） 受け入れ態勢につきまして

は協議を進めているとのことです。 

 避難訓練ですが、訓練を行うことはもちろんです

けど、聞くところによりますと、避難訓練につきま

しては、光里苑では昨年の10月に白バイを先導に、

市からのワゴン２台で伊集院のビクトリアまで七、

八人の歩ける人で行ったと。潮風園では12月に二人

だけで訓練があったということです。 

 寝たきりの方のピストン運搬など果たしてできる

のかどうか、介護制度の改正で特別養護老人ホーム

の入所資格が要介護３以上になりまして、在宅での

要援護者が増えることになります。地域の体制も見

直しが必要になってくるわけです。 

 ＵＰＺ圏内では、避難先の空間線量が高い場合、

県と調整してほかの避難先を決めるわけですが、県

の原子力防災避難施設等調整システムを使うとのこ

とのようですが、どのようなシステムなのか。また、

避難先までの避難経路も示されるのか。それをどう

やって市民の皆様に連絡するのか伺います。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） 先ほど市

長が答弁いたしました原子力防災避難先施設等調整

システムですが、これは県のほうで一元管理されて

おりますが、県のほうで病院福祉施設等の30キロ圏

内の情報全て把握されておりまして、そして種類別

といいますか、病院の種類別、方向別で受け入れ人

数、そういうとをずっとデータを持っていらっしゃ

いまして、それによって、例えばいちき串木野市の

ここのエリアの施設・病院は避難してくださいとな

った場合、例えば精神科の病院であれば精神科の病

院を指示する。 

 そういう病院ごと、種類ごとによって、ここに何

人、ここに何人と具体的に指示を出される。そうい

うのがシステムの内容ですが、それをもって、例え

ば霧島市の何とか施設のほうにという指示になりま

すね。そのときに道路ということになると思います

が、道路がそのときぱっとわかるかというと、確か

に難しいところが現実的にはあるかと思うんですね。

ですから、施設とするとカーナビとかそういうのを
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使わざるを得ない部分があったり、通常の感覚です

ね。霧島方面に、こっちに逃げたらオーケーという、

そういう感覚に頼るのかもしれませんけど、今のと

ころ、県のほうから概要説明は聞いておりますが、

具体的に道路のこの部分まで指示するという、そこ

までは具体的な私たちも説明はまだ受けていないと

ころであります。 

○12番（中里純人君） 経済産業省の有識者会議は、

2030年の総発電量に占める電源ごとの割合では原発

が20から22％、再生エネルギーが22から24％と示し

ました。橘川武郎東京理科大大学院教授によります

と、原発の20から22％を達成するには、原則40年と

定められた原発の運転期間の延長を前提としなくて

はならない。40年で廃炉にすると、2030年までに30

基が廃炉になり、原発の比率は15％にしかならず、

60年までの運転延長だけでは足らないことから、原

発の新増設の可能性が高いということです。 

 川内原発１号機は昨年、２号機は今年の11月で30

年を迎えますが、向こう10年間の劣化の状況や保守

管理の評価書の確認も終わっていない中で再稼働が

始まろうとしています。市長は再稼働については、

代替エネルギーが確立するまではやむを得ないとの

お考えですが、運転延長についてはどのようなお考

えか伺います。 

 以下２点については確認の意味で伺います。 

 第１、議会による市民と語る会の中で市民の方が、

国内で最初に再稼働の手続がなされたことから、３

号機増設についても同様な手続によってスムーズに

進められていくのではないかと心配されていました。

市長は３号機増設は反対と述べられています。 

 第２、伊藤知事は県内での高レベル放射性廃棄物

の最終処分場は認めないとの考えです。田畑市長も

26年３月議会の私の質問に、本市では市民の皆様に

不利益を及ぼさないという視点から受け入れがたい

と答弁されましたが、以上２点についてのお考えに

変わりはないのか伺います。 

○市長（田畑誠一君） 電源構成案につきましては、

総合資源エネルギー調査会の専門委員会において了

承をされ、７月にも正式決定される予定であります。

エネルギー政策は一義的に国政の課題でありますが、

私としましても、今後、可能な限り再生可能エネル

ギーの普及を進め、原子力発電の比率は減らしてい

くべきだと考えております。 

 今回の構成案では、福島事故以前から原発の比率

を３割ほど引き下げる一方、再生可能エネルギーは

２倍以上に増やし、2030年には原発の比率を上回る

こととされております。このことから、エネルギー

基本計画の基本的な視点である安全性、安定供給、

経済効率性、環境への適合のバランスを勘案しなが

ら、方向性として原子力発電を低減させる構成案と

なっているのではと考えております。 

 お尋ねの３号機増設の件でありますが、原発の比

率を20から22％という数字は、新増設等は想定され

ていないものの、原則40年とされる運転期間を原子

力規制委員会の審査を経て延長し、安全性や稼働率

が向上するという想定で示されているようでありま

す。 

 運転期間の延長については規制委員会等の専門的、

科学的な判断に委ねられる問題だと思いますが、私

としては可能な限り原発の比率は減らしていくべき

だと考えており、以前からお答えしておりますよう

に、増設という形で新たな原子力発電の設置につい

ては現状において反対であることに変わりはござい

ません。 

 もう１点、高レベル放射性廃棄物の最終処分につ

いては、エネルギー政策の議論に当たって、原発の

維持いかんにかかわらず、国により責任を持って検

討されるべき事柄であると考えております。国主導

で候補地選び、自治体に調査受け入れを求める方式

に改められておりますけれども、電源地域や消費地

あるいは世代間を越えて、国民的な理解と議論がな

されるべきだと考えております。また本市としては、

以前、御答弁申し上げましたとおり、今、中里議員

がおっしゃいましたとおり、基本的に受け入れがた

いと思っております。変わっておりません。 

○12番（中里純人君） 可能な限り原発の比率は減

らすという答弁でございます。お考えに変わりはな

いということで安心しました。 

 40年を目安に設計されている原発が、部品の交換

等で20年も延長するということは危険性が大である
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ということは言うまでもありません。運転延長でな

く、石炭ガス化発電システムとか揚水発電の活用な

ど、エネルギー転換を早急に進めていただきたいも

のです。 

 先日、小泉前総理の講演を聞く機会がありました。

総理のときには、原発は安全でコストが安く、クリ

ーンなエネルギーであると信じて推進してきた。福

島の事故を受けて疑問を持ち、調べてみると反対の

ことばかりで、このままでは解体や最終処分費用な

ど、膨大なツケを子孫に残すことになることから、

原発をとめて自然エネルギーへの転換を積極的に推

進していく運動を行っているということでした。安

倍総理もぜひ見習っていただきたいものです。 

 以上でこの質問を終わります。 

 次に、選挙制度改正と投票率についてであります。 

 全国はもとより、本県においても投票率の低下が

懸念されています。昨年の衆議院議員選挙で

50.47％、４月の統一地方選では県議選48.78％をは

じめ、市町村議選も軒並み過去最低を更新しました。

各選挙において若者、特に20代の投票率が低く、政

治離れが指摘されています。このことは有権者だけ

の責任ではなく、私ども議員におきましても議会不

要論につながることだけに、施策や振興策を十分に

理解していただく努力が必要なことは言うまでもあ

りません。 

 昨日、改正公職選挙法が成立し、18歳選挙権が決

定し、来年の参議院選から適用されます。選挙権年

齢の引き下げは、1945年に25歳から20歳に変更され

て以来70年ぶりで、新たに全国で240万人が有権者

となります。 

 そこで、以下数点について伺います。 

 全国的な低投票率の原因と背景をどのように考え

るのか。また、本市の過去10年間の投票率はどうか。

各投票所ごとの年代別、男女別の投票率の分析から

どのようなのか伺います。 

○選挙管理委員会委員長（萩原重隆君） 中里純人

議員の御質問にお答えいたします。全国的な低投票

率の原因と背景についてであります。 

 近年の投票率につきましては、全県的、全国的に

見ましても低投票率傾向となっております。その背

景といたしましては、その時々の社会情勢や経済状

況、政策論争の争点によっても投票率は大きく左右

されると考えられております。さらには若者の政治

や選挙に対する意識の低さ、無関心が指摘されてき

ており、投票に行かない若者が増えている状況など、

さまざまな要因があると言われております。 

 次に、本市での過去10年間に執行された選挙の期

日前投票を含めた投票状況につきましては、選挙管

理委員会事務局長に答弁させます。 

○選挙管理委員会事務局長（永井秀喜君） 過去10

年間の投票状況を申し上げます。 

 まず、市長、市議会議員選挙です。平成17年

79.72％、21年79.11％、25年73.04％であります。 

 次に、県議会議員選挙を申し上げます。平成19年

70.53％、23年47.84％、今年63.38％であります。 

 次に、県知事選挙を申し上げます。平成20年

43.03％、24年48.78％であります。 

 次に、衆議院議員選挙を申し上げます。平成21年

71.77％、24年58.69％、26年56.55％であります。 

 次に、参議院議員選挙を申し上げます。平成19年

62.25％、22年59.61％、25年50.57％であります。 

 身近な選挙になりますと投票率が上がる傾向にあ

りますけれども、全体的には下降している状況でご

ざいます。 

 また、各投票所の年代別、それに伴う男女別の投

票率については、相対の資料は、現在パソコンを加

工中で、現段階では資料を持ち合わせておりません

けれども、参考までに、一つの投票区の資料をもと

に、今年４月の県議会議員選挙について10歳ごとに

申し上げます。 

 20歳代男子28.69％、女子41.80％、計35.25％。

30歳代男子47.20％、女子50.52％、計49.01％。40

歳代男子58.55％、女子58.29％、計58.42％。50歳

代男子66.13％、女子70％、計68.03％、60歳代男子

73.21％、女子73.52％、計73.36％であります。 

 低投票率の背景といたしまして、指摘されており

ますように、本市でも若年層は低く、年齢層が上が

るとともに投票率も上がり、また男子よりも女子の

投票率が高い傾向にあります。 

○12番（中里純人君） そのほかの投票所におきま
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しても投票分析を行い、投票率向上を図るように要

請しておきます。 

 伊藤知事は、昨年11月７日に再稼働の結論を出し

たのは、原発が県議選の単一の争点になるのを避け

るためで、原発が直接今回の県議選の投票結果に反

映したかというのは必ずしもそういう見方ができな

いと発言しています。県立短大の山本准教授により

ますと、投票率の向上には争点をつくることが重要

だと述べて、今回の県議選では川内原発やＴＰＰな

ど、鹿児島の未来を左右する問題が争点化しなかっ

たと指摘しています。 

 本市の投票率は、先ほど63.38％と前回よりも

15.54％アップしました。県下でも２地区だけが前

回を上回ったようです。私は前回よりも１名多い３

名が出馬したことに加え、市民の皆様の関心の高い

川内原発再稼働が争点の一つになったことで投票率

が上がったものと思います。県全体の投票率低下は、

伊藤知事の言われる争点をなくす手法、つまり再稼

働の結論を急いだことが一因ではないでしょうか。 

 投票率を上げるため、総務省においては、頻繁に

人の往来のある施設に期日前投票所を設置すること

で、選挙人の利便性が向上し、利用者数の増加が図

られることから、そのような施設での期日前投票所

の設置を進めています。鹿児島市では、今回の県議

選から鹿児島大学に投票所を設置しました。本市に

おきましても期日前投票率が増加傾向であるという

ことから、日時を限定した地域への期日前投票所の

設置は考えられないのか伺います。 

○選挙管理委員会委員長（萩原重隆君） 日時を限

定した期日前投票所の設置についてであります。 

 本市の期日前投票所は、現在、中央公民館、市来

庁舎の２カ所で実施しております。期日前投票者数

は一昨年の参議院議員選挙5,011人で、全投票者数

に占める割合は39.09％、市長、市議会議員選挙

7,752人で42.62％、昨年の衆議院議員選挙5,774人

で41.15％、４月の県議会議員選挙6,622人で

43.02％であります。 

 新しく設置するとなりますと、投票管理者、投票

立会人、事務従事者等の人員確保、また、それに伴

う経費が必要となります。 

 したがいまして、期日前投票は増加傾向にあり、

２カ所の投票所が大分浸透していると感じておりま

す。新設の必要はないと考えます。さらに、人員確

保、経費面を考慮しましても、新設は困難であると

考えております。 

○12番（中里純人君） 期日前投票所は財政上の負

担により設置しないとのことでありますが、投票率

の向上のためにはあらゆる具体的施策を講じないと、

政治そのものが劣化していくということは多くの識

者が指摘しています。二元代表制の一方の長である

首長、そして一方の代表である議会、それぞれの選

挙を戦う候補者の努力は、争点を明確にすることを

含めてもちろんのことです。 

 職業別の投票率は統計上はないわけですが、本市

内の企業等に対して、誰に投票せよということでは

なくて、まずは投票に行くように再度呼びかける運

動をすべきと考えます。また、本市の職員に対して

も教職員に対しても、とにかく投票へ行くことを呼

びかけるべきではないかと考えますが、どうか伺い

ます。 

○選挙管理委員会事務局長（永井秀喜君） 本市内

の企業と市職員、教職員に対しての投票への呼びか

けについてであります。 

 市内の企業等につきましては、市明るい選挙推進

協議会会員の皆様の協力をいただき、120カ所の事

業所へ投票啓発ポスターの掲示及び配布をして、投

票の呼びかけをしております。市職員につきまして

は、両庁舎内の投票啓発ポスターの掲示、懸垂幕の

掲示、卓上のぼり、メールなどで周知を図っており

ます。また、教職員、県職員に対しましては、県の

選挙管理委員会から知事部局、警察部局、教育委員

会の各所属長宛ての文書を送付して、投票を呼びか

けております。 

 今後も以上のような周知、啓発を継続して、投票

を呼びかけてまいります。 

○12番（中里純人君） 昨日、改正公選法が成立し

まして、来年の参議院選から選挙権を20歳以上から

18歳以上に引き下げることが決定したわけでござい

ますが、新たに全国で約240万人、県内で約３万人

が有権者となるようです。今回の選挙制度の改正の
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内容、並びに本市の対象者数はどのようなのか伺い

ます。 

○選挙管理委員会事務局長（永井秀喜君） 18歳選

挙権に伴う改正の内容並びに本市の対象者数はどう

かについてであります。 

 選挙権年齢の18歳引き下げの改正案の内容は、概

要としまして、公職選挙法、地方自治法、漁業法及

び農業委員会等に関する法律に規定する選挙年齢に

ついて18歳以上選挙への引き下げの措置が必要とな

り、また、選挙犯罪等についての少年法の特例等な

ど、関係法令への影響が懸念されているようです。 

 本市の対象者数は、５月末の18歳から19歳までの

住民登録者数が約500人あり、その分、有権者数も

増えることになります。 

○12番（中里純人君） 文部科学省は高校生向けの

選挙の副教材を準備するようです。県内の高校では、

選挙管理委員会の協力で、選挙に実際に使用してい

る投票箱や記入台を使って生徒会役員の選挙を行っ

ています。県議選では、選挙コンシェルジュという

学生による若者の投票率向上のための啓発運動に取

り組んで成果を上げているようです。 

 本市では、出前授業など若年層への重点的な取り

組みをどのようにされるのか伺います。 

○選挙管理委員会事務局長（永井秀喜君） 若年層

への重点的な取り組みをどうするのかについてであ

ります。 

 選挙権の年齢が18歳に引き下げられたことになり、

若者に対していかに政治に関心を持たせるか、今ま

で以上に重要な課題と考えております。啓発活動に

つきましては、これをすることにより確実に投票率

を上げることができるというような取り組みは見出

せておりませんけれども、選挙に関する啓発や周知

は重要な業務でありますことから、小中学生、高校

生への啓発として、啓発ポスターの募集、生徒会の

役員選挙の際には記載台、投票箱などの選挙機材の

貸し出しを行っているところであります。 

 また、今年度は県明るい選挙推進協議会が実施し

ております模擬投票を串木野中学校が３年生を対象

に行う予定であります。明るい選挙推進協議会日置

支会では、来年２月に18歳選挙についての研修会も

計画しております。 

 今後もこれまでの啓発の継続的な取り組み、さら

には総務省が発行を予定している18歳選挙権につい

てのパンフレットなどを参考にしながら、効果的な

投票率向上のために努めてまいりたいと考えており

ます。 

○12番（中里純人君） 1969年に文部省の通知で禁

止されていました高校生の政治活動が認められると

の報道がありますが、選挙違反に問われた場合どの

ようになるのか。住民票を郷里に残している学生は

居住の実態がないわけですが、この場合の選挙権は

どのようになるのか、以上２点について伺います。 

○選挙管理委員会事務局長（永井秀喜君） 高校生

の政治活動が認められるとの報道があるが、選挙違

反に問われる場合どうなるのかについてであります。 

 政治活動につきましては年齢の制限は特にありま

せんけれども、旧文部省通達で、高校生には選挙権

がないことを理由に政治活動を規制しています。18

歳選挙権が実現することにより、規制をしている通

達を撤回して、適切な政治活動ができるように検討

されているようです。選挙犯罪の事件については、

その罪の質が選挙の公正の確保に重大な支障を及ぼ

すと認める場合には、少年法の特例で検察官への送

致の決定をしなければならないと改正されることに

なるようです。また、現在の公職選挙法では20歳未

満には認められていない選挙運動も、改正に伴い、

18歳から可能となるようです。 

 次に、居住の実態がない学生の選挙権はどうなる

のかについてであります。 

 生活実態のある居住地に住民登録をして、その住

所地で投票をすることが本来の姿であります。本市

に住所がある以上は本市の選挙人名簿に登録され、

有権者となります。各選挙が執行される場合は投票

入場券を発送いたしますので、投票当日に投票がで

きない場合は、期日前投票または不在者投票の制度

を利用して投票をしていただくことになります。 

○12番（中里純人君） 現在の選挙の開票作業は他

市と比較してどうなのか。投票者が増加することに

なりますので、開票作業のスピードアップをどのよ

うに図るのか伺います。 
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○選挙管理委員会事務局長（永井秀喜君） 選挙の

開票作業時間は他市と比較してどうなのか。投票者

が増加することになることから開票作業のスピード

アップをどのように図るかについてであります。 

 開票作業時間につきましては、開票確定報告など

を行ったときに県のホームページをもとに他市と比

較しますと、本市は早いほうだと感じております。

開票作業を行うに当たっては、正確に行うことはも

とより、迅速に進めることで有権者の皆様にいち早

く開票結果をお知らせすることが重要であるとの認

識から、開票事務に当たりましては、今後も作業の

効率化を図り、さまざまな創意工夫に取り組みなが

らスピードアップに努めてまいりたいと考えており

ます。 

○12番（中里純人君） 2013年の１年間で無投票と

なった選挙数は全国で15.7％に上るそうです。高齢

化や人口減少で、地方を中心に議会の担い手が不足

している実態があるようです。私ども議会も有権者

に活動を理解していただき、魅力あるものとして受

けとめていただく努力は言うまでもありません。投

票しやすい環境づくりと啓発運動により有権者に関

心を持っていただき、多くの有権者が投入されるこ

とが政治参加となるわけですので、議員の一人とし

て、今後とも選挙管理委員会の活動に大きな期待を

してこの質問を終わります。 

 次に、携帯端末の取り扱いについてであります。 

 今月４日開催された日本神経学会学術総会におき

まして、日本人の成人の400万人超、中高生の50万

人超にネット依存の疑いがあると発表されました。

私は、平成26年９月議会におきましてこの件につい

て質問いたしましたが、その後、12月に県教育委員

会によるインターネット利用等に関する調査が公表

されました。 

 どのような内容だったのか。ネット依存度調査も

あったようですが、本市ではどのような結果だった

のか。家庭内ルールの設定率は他市と比較してどう

なのか明らかにされたいのであります。小学校、中

学校での児童生徒、教職員はもちろんのこと、保護

者向けの研修の実態はどのようになっているのか、

今後の指導や具体的な計画はあるのか伺います。 

○教育長（有村 孝君） 小中学生のネット依存傾

向、依存度についてでございますが、昨年12月に議

員からも御指摘なさいましたけれども、県教育委員

会が県内の全小中学校で実施したインターネット利

用等に関する調査と、もう一つ、初めて行われた調

査でございますが、抽出調査で実施したインターネ

ット長時間利用に関する緊急調査、この二つの調査

結果について公表がなされました。 

 本市においては、自分専用のパソコンあるいはス

マートフォン、携帯ゲーム機等などインターネット

接続機器の所有率は、小学生、中学生の順番で申し

上げます、小学生が46.1％、中学生64.5％。また、

携帯電話の所有率は小学生26.5％、中学生30.5％。

スマートフォンでは小学生4.0％、中学生17.0％と

なっており、ほぼ県平均並みの結果となっておりま

す。 

 議員御指摘のネット依存傾向につきましては、小

学生においては、低いと計測された児童が89.6％、

中程度が8.4％、高いが2.1％おりました。また中学

生においては、依存傾向が低いというのが74.2％、

中程度が22.6％、高いというのが3.3％おります。

これも小中学校ともに県平均と比較すると、わずか

に低い傾向にあると考えられます。 

 次に、携帯電話等の使用時間の規制について伺う

ということですが、携帯電話等の利用に関する家庭

内のルールの設定率でございますけれども、本市の

小学校は68.2％、県は70.8％設定しております。本

市の中学校は54.1％、県は59.7％です。本市の家庭

内ルールの設定率は、県平均より小中学校ともにや

や低い傾向になっております。 

 教職員や保護者向けの研修等の実態もございまし

たと思うんですが、各学校においては専門機関から

講師を招聘して、教職員や保護者に対しましてネッ

ト依存に関する講話の実施やＰＴＡの場において保

護者向けの啓発を行うなどの研修を努めております。

また、県教育委員会が主催いたします研修会等への

積極的な参加促進も行うなど、今後とも教職員や保

護者を対象としたネット依存の未然防止をはじめと

した情報モラルに関する研修会を徹底してまいりた

いと考えております。 
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○12番（中里純人君） 私もアンケートの結果を拝

見しましたが、インターネットを利用して感じてい

ることという質問では、「気がつくと長時間利用し

ている」「サイトの利用で睡眠不足や勉強に集中で

きない」「布団に入っても携帯電話やインターネッ

ト機器が手放せない」「スマートフォンを使い始め

てから勉強時間、睡眠時間、テレビを見る時間が減

った」と、マイナス面がほとんどであります。 

 次に、悩みや負担に感じることを解消するために

必要と考える取り組みという質問では、「児童生徒

同士や家族で利用の仕方についてルールを決める」

「夜何時以降は書き込みをしないなど統一のルール

を地域や県市町村単位で決める」と、一歩踏み込ん

だ対応を望んでいるようです。 

 家庭内ルールの取り決めは本市は県より低い、イ

ンターネットの依存傾向では本市は県よりわずかに

低いということでございますが、県では高い、中、

低いの３段階で中以上は小学校で15.9％、中学校で

34.5％にも上っています。ネット依存、つまりネッ

ト中毒が広がっているようでございます。 

 名古屋大学医学部の磯村毅講師の講演を聞く機会

がありました。先生は依存症の専門臨床医ですが、

ネットはアルコールや薬物と同様に、量が徐々に増

えていく。依存症はもともと自分の行動がコントロ

ールできないことから、ルールが守れないことが特

徴である。依存症を治すには断つことが必要で、専

門家なら治せるという甘い見方ではなく、依存症は

難治性の非常に困難な病気であるという事実を理解

していただきたいと述べられました。 

 私は９月の議会で、愛知県刈谷市ほか学校と保護

者が連携して行っている携帯の使用規制を取り上げ

ましたが、その後の報道によりますと、保護者から

は「通信機能のあるゲーム機や携帯音楽プレーヤー

も夜９時にはやめなさいと言えるようになった」、

女子生徒は「ラインをしているとき、夜９時過ぎた

らお風呂に入るとか勉強するからと言いやすくなっ

た。以前はすぐ返信しないと既読無視していると言

われるのが怖かった」と、制限時間を設けたことで

トラブルが少なくなったようです。先ほどお伺いし

ました家庭内ルールが最も大切なことであることは

言うまでもありませんが、低学年は守るものの高学

年では守れないというアンケートの結果もあります。 

 先ほど御紹介しました「ライン」とは、グループ

で行うため、一人だけ参加しないとのけものにされ

る、メッセージが来たらすぐに返事を書かないとい

けない、友達とのやり取りをなかなか終わらせない

など、一家庭での規制では追いつかないし、実態に

合わないことも指摘されています。学校で何らかの

対応をするべき時期に来ているのではないかと考え

ますが、どうか伺います。 

○教育長（有村 孝君） ネット依存傾向の児童生

徒は県平均よりはやや低いということを申し上げま

したけれども、今、中毒症という言葉も出てきまし

た。医学的にはまだ証明されておりませんけれども、

確かに大切な子供たちの24時間の時間泥棒と、今、

言葉を使われているようでございます。インターネ

ット等に時間を盗まれていると。それに気づかない

子供たちと。それを親が注意をしていかないといけ

ないということを報道されているわけですが、この

携帯電話等の利用については、校長教頭研修会等を

通して各家庭において家庭内ルールを、先ほど申し

ましたように、ルールを設定して適切な利用がなさ

れるよう指導しているところでございます。 

 また本市でも、先ほども議員の御紹介がありまし

たが、夜９時以降は携帯電話、パソコンあるいはゲ

ーム機等を使わないという共通理解、実践事項につ

いてＰＴＡで取り組んでいる学校もございます。ま

た、本年度の市ＰＴＡ連絡協議会総会でノーメディ

ア運動の推進を議題として取り上げていただきまし

た。今後、夜９時以降はゲーム、パソコン、携帯電

話、スマートフォン等を利用しないという取り組み

を努力事項に盛り込んでいただきました。そして、

各単位ＰＴＡで実践を進めることといたしておりま

す。 

 さらにまた青少年健全育成会議をはじめ、さまざ

まな機会を捉えまして、全市的な運動で、夜９時以

降はインターネット等ゲーム機、スマートフォン、

そういうのを使わせない、使わないという共通実践

事項項目を決めて取り組んでいきたいと思っている

ところでございます。 
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○12番（中里純人君） 保護者とぜひ共通理解を深

めていってほしいと思います。 

 韓国ではブロードバンド網世界でもいち早く整備

し、コンピューターゲームが広がりましたが、ゲー

ム中毒の子供が増え、大きな社会問題となりまして、

2011年から16歳未満の青少年のオンラインゲームが

午前０時から６時まで接続が禁止されるシャットダ

ウン制度がスタートしております。我が国でも依存

者の急増で対策が検討されるようであります。 

 次に、保育園でいろいろな活動をしようとしても、

理解力がなく、一緒に行動できない子が増えて深刻

な問題となっています。３歳で脳の80％ができるそ

うですが、スキンシップでかわいがられた赤ちゃん

の脳は発達すると言われています。一方、保護者が

スマホに夢中になり、赤ちゃんが泣いても笑っても

無視されると諦めてしまって静かになる。親は手が

かからないよい子だとそのまま育てていくと笑わな

い、しゃべらない、無表情なサイレントベビーにな

りやすいことが警告されています。 

 「鬼から電話」というアプリがありますが、子供

が言うことを聞かないとき、寝ないとき、歯磨きを

しないときなどにスマホの画面に鬼があらわれて、

「こら、言うことを聞かないと鍋に入れて食べちゃ

うぞ」と恐ろしい顔で脅すのです。すると子供は怖

がって泣き出したり、親に謝るのです。親はしかる

ことがストレスとなるので、自分が怒らないで済む

ように鬼のアプリを使うようになるようです。頼り

過ぎ、使い過ぎに気をつけなくてはなりません。 

 日本小児科医会は赤ちゃんを泣きやませるアプリ、

音が出るアプリ、子供を静かにさせるアプリに警鐘

を鳴らしています。「スマホに子守をさせない

で！」というポスターをつくりキャンペーンをして

います。乳児のころからスマホに夢中になると、近

視はもちろん言語の発達がおくれ、親子で会話しな

くなり、目も合わせなくなるということです。保育

園、幼稚園、さらには学校生活の場で人間関係をつ

くっていけないことも既に報告されています。 

 そこで伺います。第１、本市ではそのような実態

はないのか。第２、当局は私が指摘しましたサイレ

ントベビーを含めた問題についてどのような認識を

しているのか。第３、本市の幼児健診や保育園、幼

稚園等と連携して保護者に対する研修等を実施すべ

きではないか。以上を伺います。 

○市長（田畑誠一君） 携帯電話の使用による子育

て、サイレントベビーについての御質問であります。 

 現在、各種健診や保育園等で巡回指導などにおい

てサイレントベビーである乳幼児に気づいたことや

保護者などからの相談を受けたことは今のところご

ざいません。ただし、各種健診時において、スマー

トフォンのアプリなどを利用して子供をあやしてい

る保護者やライン等に夢中になっている保護者が見

受けられる状況もあることから、保健指導において

次のことを留意しながら実施をしております。 

 一つ目は、泣いている赤ちゃんの要求、つまりな

ぜ泣いているのかを見逃さず放っておかないこと。

二つ目に、抱っこをして目を見て話しかけて、たく

さんスキンシップをとることであります。このよう

なことを行うことで母子の愛着形成が深まることな

どを伝えているところであります。 

 いずれにしても大事なことはやっぱりスキンシッ

プと申しますか、これは非常に子育ての段階で、乳

幼児の段階で大事だと思っております。 

○12番（中里純人君） 先日、ＮＨＫのテレビの朝

の番組で、子育て中のお母さんがスマホの返事にか

かりっきりで子供の世話が後回しになる。やめよう

と思うけどやめられないと涙ながらに話していまし

た。なくてはならないスマホですが、一時的になく

すことも対策の一つです。この件につきましては今

後も関心を持っていきたいと思います。 

 以上で全ての質問を終わります。 

○議長（下迫田良信君） 以上で本日の日程は終了

しました。 

────────────── 

   △散  会 

○議長（下迫田良信君） 本日はこれで散会をいた

します。 

         散会 午後２時50分 


